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情報処理技術者教育に関する調査報告書

昭和55年3月

財団法人 日本情 報処 理開発協 会

情 報処理研修 セ ンター 『
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ま え
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が き

]

当研修 センターにお・きま しては,「 特定機械情報産業振興産業臨時措置法 」の成 立 と
,同

法に基づ くソフ トウェア業 の高度化 計画の告示 により,情 報処理技術者,中 で も情報処理 技

術 者試験 の特種,第 一種合格者 レベルの技術者の養成が急 がれ てい る現状 か ら
,本 年度 より

「情報処理技術者教育に関す る調査」を実施す ることとな りま した
。

本調査は,全 体を統括す る 「情報処理技術者教育に関す る調査委員会 」の下に
,養 成 が急

がれ ている情報処理技術 者 を育成 してい くための研修 とカ リキ ュラムのあ り方について検 討

す る 「制度問題小委員会 」 とカ リキュラムの具 体的 内容について検討 し
,新 しいカ リキ ュラ

ムを作成す るための 「カ リキュラム小委員会 」を設けて進 めて剤 ま した
。

本報告書は 「制度 問題小委員会 」の結論 と 「カ リキュ ラム小委 員会 」の 中間報告 をと りま

とめた ものです。

新 しい カ リキュ ラムは この中間報告 に基づいて ,作 成作業 を進め55年 度 において完成の

'予 定です が
,本 事業 の実施に ご尽力いただいた関係各位 に厚 くお礼 申 し⊥ げます。

昭和55年3月
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1.情 報 処 理 技 術 者 の 需 給 状況

情 報処 理 は 高 度 の 技術 を駆 使 し,頭 脳 労 働 の所 産 を製 品 とす る典 型 的 な知 識 集 約 的業 務 で

あ り,そ れ だけ に人 材 の 確保 が強 く求 め られ る分 野 で あ る。

近年,わ が 国 の電 算 機 の 普 及 は め ざま しく,適 用範 囲 も広 範 に亘 り,そ の利 用 方 法 も著 し

く高 度 化 しつ つ あ り,こ の傾 向 は 今後 とも一 層 進 展 して い くもの と考 え られ る。 そ してそ れ

に伴 って情 報 処 理 の担 い手 で ある 情報 処理 技 術 者 の需 要 は量 的 な面 のみ な らず質 的 な面 も含

め て急 速 に増 大 す る こ とが 予 想 され て い るo

1.情 報処 理技 術 者 の 需要 予 測 一

産 業構 造 審議 会情 報産 業 部 会 は 昭和51年 に 昭和60年 度 を 目標 年度 とす る"我 が 国 の情 報

化 お よび情 報 産 業 の 計 量 予 測"結 果 を公表 した 。 これ に よる と情 報処 理 技術 者 需 要 は昭 和49

年 度 の154千 人 が昭 和60年 度 に は578千 人 に達 す る もの と予 測 さ れ てfoり,中 で も上 級 技

術 者 で ある ○ シス テ ム ・エ ン ジニ アの需 要 が大 巾 に増 加す る も の とみ られ て い る。

(千 人) 49年 度 末 60年 度 末 倍 率

情 報 処 理 技 術 者 需 要

内

シ ス テ ム ・エ ン ジ ニア

プ 、ロ グ ラ マ

154

20

43

578

120

155

3B

6.0

3.6

小 計

(構 成比)

63

(409)

275

(47.6)

4.4

2.ソ フ トウ ェア業 の高 度 化計 画

昭 和53年7月 「特 定 機 械 情 報 産 業 振興 臨 時 措置 法 」(機 情 法)が 成 立 し,従 来 の機 電

法 で は対 象 に な って い なか っ た ソフ トウエ ア業 が 新 た にそ の対 象 に加 え られ た○

そ して 同法 に基 づ い て 昭 和53年11月 には ソフ トウエ ア業 の高 度 化 計画 が 通 商産 業大 臣 よ

り告 示 され た。 本 計 画 に お い ては 計 画 期間 中(昭 和59年 度 末 ま で)に 解 決 す べ き課題 と し

て ・項 目を挙 げ て 力,そ のづ が人 材 嘩 成 ・特 噸 秀 な シス テ ・ ・エ ン ジニ ア等 の高 級

技術 者 の養 成確 保 で あ る。

これ は具 体 的 に は"ソ フ トウ エ ア業 にお け る技 術 者 の うち,情 報 処 理技 術 者 試験 の特 種,
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－種 の合格 者Aた は これ ら と同等 以 上 の能 力 を有 す る者 の 占 め る割 合 が70%以 上 で ある こ

と"と な って い るo

現 在 情報 処 理 サ ー ビス 業 にお け る主 要 指標 は 次 の通 りで あ る。

漂 事業所数 従業者数
内

シス テ ム ・エ ン ジニア
プ ログ ラマ 小 計 年間売上高

人 人 人 人 百万 円
49年 1,322 58,723 6,433 10,533 16,966 245,263

(28.9%)

50 1276 57,164 6,572 10,849 17,421 275,090

' (305)

51 1,276 59,025 7,031 11,493 18,524 306,966

(31,4)

52 1,640 71,641 9,397 13,940 23,337 412,580

(32.6)

53 1,672
`

77,087 10,359 15,003 25,362 460,241

(32.9)

(通 産省調査統 計部,特 定 サ ー ビス業実 態調査報告書)

一方
,情 報処理技術者試験 の職業別累積合格者数 は次の とお りである。

(人)

特 種

(46～54年)

一 種

(44～54年)

二 種

(44～54年)
合 計 特種

十 一 種

電算機製造販売会社 869 1,982 2,713 5,564 2β51

ソ フ ト ウ エ ア 会 社

計 算 セ ン タ ー 等

249

299

,1,541

1,552

5,026

4,187

6,816

6,038

1,790

1,851

一 般 企 業 ・団 体

官 公 庁

学校 ・研 究機 関

自 営

学 生

そ の 他

832

73

17

1

3

8

2,492

258

179

5

779

93

8217

901

690

23

7,620

356

11,541

1,232

886

29

8,402

457

3,324

331

196

6

782

101

計 2,351 8,479 29,733 40,563 10,830

(通 産 省調べ)
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これ に よる と情 報処 理 サ ー ビス業 の技 術 者(53年 で25千 人)に 占め る特 種,一 種 の 合 格

者(54年 を含 め て3.6千 人)の 割 合 は14.3%に す ぎな い 。

更 に先 の産 構 審 の技 術 者 需要 との関 連 か ら昭和60年 度 に おけ る必要 合 格 者 数 を予測 す る

と,全 技 術 者 に 占 める情 報 処理 サ ー ビス業 の技 術 者 の割 合 が 変 らな い と して,5L8千 人の合

格 者 が必 要 とな る。

内
年 度 技術者需要 情 処 サ ー ビス業 構 成 比 備 考

(千人) (千人) (%)
49 63 17 27.0

54年 度 ま で の情 処 サ ー ビス 業 の特,

一種 合格 者

53 25 36千 人,技 術 者 比%

60 275 74 27.0 高度化計画 目標合格 者数(技 術 者の70

%)=51.8千 人

この 必要 合 格 者 数51.8千 人 は54年 度Aで の合 格者 数3 .6千 人 の14.4倍 で あb,55～60

年 の6年 間 に年 平 均8千 人 の合 格 者 を必要 とす る こ ととな るo

これは 高 度 化 計画 の い う"合 格 者 も し くは これ らと同等 以 上 の能 力 を有 す る 者"を 合 格 者

のみ に限 定 した場 合 の数 字 で あるが,い ず れ に して も合格 者 レベ ル の 上 級技 術 者 を飛 躍 的 に

増 加 させ る こ とが要 請 さ れて い る こ とに な る。

ll.上 級 情 報 処 理 技 術 者 養 成 の 必 要 性

以上 にみた如 く情報処理技術者,中 でも上 級技術者 については質,量 ともに不足 してい る

現状 にあ り,上 級技術者 の養成が急 がれている。

1.量 の 問 題

量 の面につ いては底辺 を拡大 し,上 級技術者の予備軍 を増 加 させてい くこ とが必要 で あ り

このためには学校教 育,各 種学校等 の教育機関の専門教 育,或 いは企業 内教 育等 ,各 種教育

の推進,拡 充 に期 待する ことになる。
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しか しなが ら高 度 化 計 画 にお い て体 制 整備,基 盤 強 化 が 計 画 され て い る ソフ トウエ ア業 界

にお い て は,一 般 的 に企業 として の体質 が 弱い等 の事情 が あ る た め か ,新 規 採用 者 が 採 用 予

定 者 数 に満 た ない とい う状 況 に加 え て 下表 の とお り離職 率 が 高 い とい う問 題 も あ って急 速 な

量 的 拡 大 が 困難 な現 状 に ある 。

この ため技 術 者 の質 を高 め る こ とに よって量 的 な不 足 を補 って い く こ とが ,当 面 最 も必 要

な こ とで あ り,そ れ が結 果 と して企 業 の 力 を向上 させ ,ひ い て は新 規 採 用 者 の増 加,離 職 者

の減 少 を招 来 す る こ とに な ろ う。

在 職 者

(4月1日 現 在)

入 職 者

(中途採用 を含 む)

退 職 者

O内 は入職者に対する退職者率

51 52 53 51 52 53 51 52 53

シス テ ム ・エン ジニ ア

プ ロ グ ラ マ ー

オ ペ レ ー タ ー

そ の 他

1,086

2,426

892

2,550

1,295

2,785

986

2,694

1,541

2,963

974

2,827

124

690

273

504

145

640

244

508

97

692

184

471

43(34.7)

188(29.4)

102(374)

486(96.4)

68(46.9)

228(356)

66(27.0)

435(856)

44(454)

201(29.0)

48(26.1)

392(83.2)

(情 報 化対策委員会 情報処理技術者問題 調査部会の情報 処理技術 者問題

総 合調査 報告書 より)

2.質 の 問 題

一 方 ,情 報 処理 に 関 す る技 術 の 進 歩 は早 く,そ うい う技 術 分 野 にお い て は技 術 者 の知 識,

技 術 が ある程 度 向上 して もそ の陳 腐 化 の度 合 が 早 い とい う実状 に あ り,こ れ につ い て は業 務

遂行 能 力等 か らみ て 技術 者 の適 令 に上 限 が ある とい う観 点 か ら,一 部 で技 術 者 の 高 令 化 問題

と して問 題 祝 す る向 き も ある。 先 の情 報処 理 技術 者 問題 総 合 調 査 報 告 に お い て もこの 高 令 化

の問 題 が"現 在は ともか く将 来 的 に は 企業経 営 上 大 きな影 響 が あ ろ う"と す る 企業 が 規模 別 に

み て も系列 別 にみ て も80%を 超 え て お り,技 術者 個 人 の 場 合 で も高 令 化 問 題 に つ いて70%

以 上(シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ アに あ って は75.6%)が"不 安 が あ る"と 答 え て いるo

こ う した現 状 に 対 処 し,情 報 処 理 産 業 の発 展 を図 って い くた め には 企 業 に と って も ,技 術

者 に とっ て も,不 断 の知 識,技 術 向上 のた め の教 育 が不 可 欠 で あ り,技 術 者 個 人 と して も ソ

フ トウエ アテ ク ノ ロ ジ ーに関 す る高 度 の専 門的 知識 等 の教 育 を望 ん で い る こ とが 明 らか に な

って お り,こ こに 上 級 情 報 処 理 技 術 者養 成 の必要 性 が あ るo
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皿.情 報 処 理 技術 者 養 成 の 方 策

1.研 修 の 実施

ilで 明 らか な よ うに 情 報処 理 技 術 者 の量,質 両面 の 不 足 を補 ってい くた め技 術 者 の不 断 の

知識,技 術 の向 上,即 ち よ り上 級 の技 術 者 の養 成 が 是 非 とも必要 で ある が,こ の た め には こ

れ にふ さわ しい 研修 を実 施す る 場 を確 保 す る こ とが 要 件 と なる。

一般 的 に企業 に お け る 人材 の養 成 方法 と して は社 内教 育 の実 施(OJTを 含 む) ,自 己散

発 の奨 励等 が 中 心的 で あ り,そ れ らを補 うもの と して 外部機 関 の集 合教 育等 を利 用 す る こ と

が行 なわ れ て い る 。 しか しな が ら技 術 の進 歩 が早 く,高 度 な専 門 的 知識 が必 要 と され る上,

巾広 い業 務 関連 知識 を要 求 され る上 級情 報 処理 技術 者 につ い ては,そ の 養成 の た め の教 育の

大部 分 を技術 者 個 人 の学 習 や企 業 内 で の教 育 研 修 に 頼 る こ と は 内 容 の面 か らみ て も,講 師

や テ キ ス ト,教 育効 果 等 の面 か らみ て も著 し く困難 で あ り,体 系 的,組 織 的 な カ リキ ュ ラム

に基 づ く タイ ム リー,か っ 体 系 的 な研 修 の 場が 確 保 さ れ る こ とが 必 要 で あ る。

この こ とは,先 にふ れ た情 報処 理 技 術 者 問題 総 合 調 査 報告 書 に お いて技 術 者が 受 け た い と

希 望 す る教 育 方法 の ト ソプが 次 表 の とお り,"外 部 専 門 団体 主 催 の集 合 教 育"(メ ー カー主

催 の場合 は マ シ ン操 作 的,或 い は 入 門的 な ものが 多 く含 まれ て い よ う)で あ る こ とか ら も明

らか で あ り,特 に情 報 処 理 技 術者 教 育 の 専 門機 関 で ある情 報 処 理 研修 セ ン タ ーの研 修 が 有効

に活 用 され るべ き で あ るo

技術者 が希望する教育方法 (人,%)

希 望

受 け た い
不 必 要
と 考 え る

無 回 答 計

OJT 210

(512)

116

(28.3)

84

(20.5)

410

(100)

メー カ ー主 催 の集 合教 育,講 習会 295

(72.0)

60

(14.6)

55

(13.4)

410

(100)

外部専 門団体主催の集合教 育

講習会

291

(71.0)

74

(180)

45

(11.0)

410

(100)
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社内の定期的 な教 育,研 修 282

(68.8)

69

(16.8)

59

(14.4)

410

(100)

職場 での研修会 252

(61.5)

91

(22.2)

67

(16.3)

410

(100)

大学,大 学院 へ の留学,公 開講 座 205

(50.0)

155

(37.8)

50

(12.2)

410

(100)

学会 への参加 181

(44.1)

174

(42.4)

55

(13.4)

410

(100)

海 外 の各 種 研修機 関 へ の参 加

(セ ミナ ー,留 学 等)

245

(59.8)

114

(27.8)

51

(12.4)

410

(100)

通 信 教 育 142

(34.6)

211

(515)

57

(139)

410

(100)

(情 報処 理技術者問題総合調査報告書)

2研 修 目標(カ リキ ュラ ム)の 提 示

上 記 の如 き上 級情 報 処 理 技 術 者 を養成 す る た めの研 修 を実 施 して い くた め には,そ の教 育

目標 と して 情 報 処理 技 術者 教 育 全 体 の共 通 の 目標 ともな り得 る よ うな標 準 的 で,か つ体 系 的

組織 的 な カ リキ ュラ ム を作 成,提 示 す る こ とが 不 可欠 の要 件 で あ るoす なわ ち

(1)情 報処理 の多様 化,高 度化に対応 して上級情報処理 技術者の業務領域 も急速 に拡大 して

お り,個 々 の業 務 に 関す る知 識,技 術 のみ な らずそ れ に 関連 した 多様 な知 識 が一 層 強 く求

め られ て きて い るo

この た め上 級情 報 処 理 技 術 者 の養 成 に あた って は,コ ン ピ ュー タに 直結 した基 本 的 な知

識 の他 に個 々の 業務 とそ れ に関 連 した 広範 な業 務領 域 の知 識,技 術等 を体 系 的 に教 育 して

い くこ とが 必 要 で ある 。

これ ま で情報 処理 技術 者 の養 成 に当 って必 要 とさ れ る知 識,技 術 を 体 系 的 に と りま とめ

た ガ イ ドブ ック と して は初 級(情 報 処理 技術 者 試験 二 種 に対 応)お よび 中級(同,一 種,

特 種 に対 応)の 情報 処理 技 術 者 育 成 指 針 が そ れぞ れ48年,49年 に 情 報 処 理 開 発 セ ン タ

ーに よ り刊 行 され て い るが本 指 針 は以 来 手直 しが な され て お らず ,内 容 的 に時 代 の要 請 に

そ ぐわ な くな って い る た め,早 急 に全 面 的 な改 訂 が必 要 とな って きて い る。
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(2)さ らに個 々の企 業 内 や,一 般 の企 業人 向け教 育機 関等 に おい て も様 々な 形 で情 報 処 理 教

育が 実 施 され て い る が,そ の内 容 は実務 的 では あ って も期 間 も短 か く,テ ー マ も散発 的 で

教 育 の一 貫性 に欠 け る うらみ が ある。

この た め こ う した情 報 処 理 技 術 者 の教 育 に対 して標 準 的 な教 育 目標(カ リキ ュ ラム)を

示 し,技 術 者 の養 成 を よ り効 果 的 に推 進 してい くこ とが 緊 急 な課 題 とな って い る。

こ うした こ とか ら情 報 処理 技 術 者 が備 え るべ き知 識,技 術 の内容 と水 準 を体 系化 した カ リ

キ ラムが 作 成 され,そ れ が新 しい技 術動 向,内 外 の環 境 変 化 に対応 して リフ レ ッシ ュ され て

い くこ ととなれ ば,'こ れ に基 づ い て実 施 され る研 修 の社 会 的評 価 を高 め る こ と とな る。

また カ リキ ラムを 提示 す る こ とに よ り,技 術者 個 々人 に は勉 学 の 指 針が,企 業等 にお け る

教 育担 当者 には教 育 の 指 針が 与 え られ る こ と とな り,こ れ らが研 修 の実 施 と相 侯 って,情 報

処 理 技 術者 試 験 合 格者 レベ ル の上 級 技 術者 の養 成 とい う社 会 的 ニ ーズ に こた え得 る こ と とな

るo

3.研 修方 法 の 改善

(1)・通信 教 育 の採 用

研修 の実 施 に 当 って通 学 部(昼 間 コ ース,夜 間 コ ース)の 他 に新 た に通 信教 育 を採 り入

れ研修 方 法 の多 様 化 を図 るo

但 し,通 信 教 育 は 通 学部 の 開設 が後 述 の如 く当面 地 方 では 困難 で あ る こ と よ り,こ れ を

補 完す る もの と して 開 設 す る こ と とす るo

② 実施機 関

本研 修 が 提示 され た体 系 的,組 織 的 カ リキ ラ ムに基 づ く上 級情 報 処 理 技 術 者 を養 成 す る

こ とを 目的 とす る もの で ある こ とか ら,次 の諸条 件 を満 たす 機 関 にお い て実 施 され る こ と

が 望 ま しいo

Oカ リキ ラ ムを新 しい技 術 動 向等 に対 応 して修 正 して い く能 力が あ る こ と。

○ 情 報 処理 関連 教 育 を主 た る業務 とす る機 関 で あ る こ と○

○ 特 定 の企 業 と資金 的,人 的 関 係 が な い こ と。

○ 講 師 陣 が 広 汎(学 界,産 業 界 を含 む)に わ たる こ と。

〇 一 般公 開 の情 報 処 理 関 連教 育 の経 験 を有 す る こ とo

O教 育 の た め の コ ン ピ ュー タ組織 を保 有 して い る こ と○

(3)実 施 場 所
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情 報処理 技術 者の全国分布を技術者試験受験者の通産局別統計 でみる と,次 表 の通 り東

京が5割 強,大 阪 が2.5割 を 占 めその他 の地域は名古屋が約1割 となっているほかはいず

れ もかな り低率 で あるo

O技 術者試験受験者の分布状 況。

年 度通産局 49 50 51 52 53 54

東 京

大 阪

名 古 屋

福 岡

その他(5ケ 所)

520

24.1

9.9

4.2

9β

54.0

23.3

9.5

3.9

9.3

52.8

24.3

9.7

4.1

9.1

54.1

24.4

8.7

3.8

9.0

529

25.8

9.1

3.2

9.0

53.0

25.8

8.8

3.4

9.0

計 100% 100 100 100 100 100

受 験 者 数 18,063 20β11 24,682 28ρ82 33,722 40,755

○ 以上 の如 き状況か らまず東京で実施 し。

○ 次に大阪 での実施を考慮す る。

○ 地方 での開催は実施 に要す る事務的負担等 か らして極 めて困難 と考 え られるので、

当面通信教育 で カバ ーす るこ ととす るo

M将 来の情報処理技術者教育の体系

前述 の カ リキ ラ ムに基 づ い て上 級情 報 処 理技 術 者養 成 の た めの 研修 が 実 施 さ れ,ま た新 し

い技 術 動 向 等 に対 応 して カ リキ ラ ムが 適宜 修 正 され,そ れが 研 修 に フ ィー ドバ ックされ る こ

とに よ って カ リキ ラ ムの精度 が高 ま って くる ○

こ うして カ リキ ラム を情報 処 理 技 術 者教 育全 体 の共 通 目標 にま で 昇華 させ る と共 に,情 報

処理 技 術 者 試 験 の 出頭 もそ の カ リキ ラムの 水準 に合 わせ 得 る よ うに なる こ とを 目標 とす る。

この こ とに よ って技 術 者個 人 の研 讃,企 業 に おけ る教 育,研 修 セ ン ター に お け る 研修 が こ

の共通 カ リキ ラ ムを 目標 とす る こ とに な り,技 術 者 試 験 も この共 通 目標 へ の パ フォ ー マ ンス

を問 うとい う形 に な り,技 術 者 一 技 術 者 試験 一 共 通 目標(カ リキ ラム)一 研 修 が 一 体 とな っ

た体 系 と して完 成 して い くこ とが望 ま しい 。
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研 修 の 実 施

情 報 処 理 教 育

全体 の共通 目標

(上 級)技 術 者

研修 カリキラムム

技 術 者 試 験
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ま え が き

「情報処理技術者育成 指針 」類の刊行経過は,つ ぎの ように なってい る。

題 名 刊 行 年 備 考

1 上 級情報処理技術者育成 ガイ

ドブ ック

昭 和43年(1968年)

昭和44年(1969年)

2 初級情報処理技術者育成指針 昭 和48年(1973年)
これ に基づ くテキス ト類

も刊行 した

3 中級情報処理技術者育成指針 昭 和49年(1974年)

4 上級情報処理技術者育成指針 昭 和54年(1979年) 1.に つ い て の 改訂

情 報処理技術者(資 格)試 験 ど「育成指針 」との レベル上 の対応 関係は,

特 種toよ び 第1種 中級 育 成 指 針

第2種 初 級 育成指 針 とされ て きた
o

(財)「 日本情 報処 理 開 発 セ ン ター 」で は,昭 和43年 以 来,情 報処 理 育 成 事 業 の 一環 と して

初 級 ・中 級 ・上 級 の 「情 報 処 理 技術 者 育 成 指 針 」を作 成 して き た。 「初級 情報 処理 技 術 者育 成

指 針 」は,昭 和48年(1973年)に 刊行 され,こ れ に準 処 す るテ キス ト類 も作 成 され た 。翌,

昭 和49年(1974年)に は,「 中級情 報処 理 技術 者 育成 指針 ゴが 刊行 され た 。 ま た,昭 和54

年 に は 「上 級 情 報 処 理 技術 者 育 成 指 針 」が(財)日 本情 報処 理 開発 協 会 情 報 処 理 研 修 セ ン ター よ

り発行 され た 。 この 指 針 は,昭 和43年 お よび44年 度 にか け て作 成 され た 「上 級 情 報 処 理 技 術

者育 成 ガ イ ドブ ック 」に つ い て,刊 行 後 に おけ る 諸状 況 の 変 化 に か んが み改 訂された ものである。

初 級 お よび 中級 の 「情 報 処 理 技 術 者 育 成指 針 」につ い ては,刊 行 後 す で に10年 以 上 に な る。

そ の 間,情 報 処 理 技 術 の著 しい進 展 と蓄積 が な され て お り,情 報処 理 技 術 を取 巻 く諸 環 境 条件

にお け る変 化 も顕 著 で ある。 こ のた め,こ れ ま で に作成 され た 初級 ・中 級 ・上 級 の各 指 針 との

関連 を考 慮 し,同 時 に,今 後数 年 間 に想 定 され る 状況 に も対 応 で きる よ うに との考 え方 に も と

つ い て ・新 しい 「情 報 処 理 技 術者 育成 指 針 」(以 下 「新 育 成 指 針 も し くは 「新 指 針 」 とす る)

の 開発 に と りか か った 次第 で あ る。 本 報告 書 は,「 新 指針 」の 開 発 に 関 す る,中 間報 告 で あ る。

本 報告 書 では,ま ず,昭 和54年 度 に実 施 さ れた 基 礎調査 の あ らま しをの べ る。 つ ぎに,調

査 に よ って 明 らか に な った こ との概 要 をのべ る。 調 査 結果 は,基 本 的 には 新 育 成 指針 の"総 論

"部 に相 当 し よ う
。 あわせ て,新 育 成 指 針 の作 成 に 関す る作 業 計 画(案)に つ い て もふ れ る。

巻末 には 昭 和54年 度 に 実 施 さ れ た基 礎 調査 に よる資料 の うち,有 用 と思 わ れ る もの を 「資料

」と して整 理 して お い たo
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1.基 礎 調 査 の 概 要

本 年 度 に お け る,情 報処 理 技 術 者 の 育成 に 関す る カ リキ ラ ム等 の基礎 調査 は,主 と して,

次 の領 域 に わ た って実 施 され た0

1.新 「育 成 指 針 」の 性格 等 に関 す る,一 応 の構 想 だ て。

2.す で に作 成 され た指 針 類,と くに,初 級 な らび に 中級 の 「育成 指 針 」の検 討o現 状 お よび

今後 数 年 間 に 想定 さ れ る環 境 と照 らし合 せ,構 成 ・内容等 につ い て 分析 した。

3.上 記 に関 連 して の 「用 語 」類iに 関 す る調 査 。 「用語 」を手 が か りとに して,諸 「育 成 指針

」,情 報 処理 技 術 者 試 験(特 種 ・第1種 ・第2種),現 行 の 日本 工 業規 格 「情 報 処 理 用語 」

(略 称 「JIS用 語),新JIS用 語集,ISO用 語等 の相 互 関係 等 に つ い て,調 査 ・分析

したo

4.カ リキ ラ ムに 関 す る調 査 。一 ア メ リ カ等 に おけ る,情 報 処理 技 術 者 育 成 に 関 す る 勧告 書 の

調 査 ・内容 ・構 造 に わ た る分 析 。

5.要 求条件 の設定一 今後,数 年 間において想定 される諸状況 の下 で必要 と思 われる諸条件類

の想定 。

6.新 「育 成 指 針 」作 成 に 関す る作 業 シス テ ム と作業 計画案 の検討
。

7.そ の 他 。
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ll.調 査 お よ び 分 析 の 結 果

この 「部 」は,新 「育 成 指針 」の基 調 で ある こ とを 目標 に して作 成 され た。 「総 論 」部 の

草案 で あ る。

1.構 想 の フ レー ム ・ワ ー ク

本 章 「構 想 の フ レー ム ・ワー ク」 では,新 育 成 指針 の作 成 につ い て の考 え方 の 枠 組 を示 した。

各館 に おけ る,主 要 な見 出 し語 は,次 の とお りで ある。

「 二 三二 二 三所 二;二三 禰 報三 二ー‥ 一… … 一ー一一一 一1

シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ.シ ス テ ム と して の 組 織 体,

シ ス ァ ムo

・情報 シス テ ムの構 成 要 素 とそ の ライ フ ・サ イ クル

情報処理業務担 当者,事 務労働者,

再 開発お よび再設計。

・情報処理技術者の育成

シ ス テ ム ・ ラ イ フ ・サ イ ク ル,

育成,情 報処 理 技 術 者,"人 的"諸 資 源,情 報 処理 技 術 の異質 性,育 成 の公 共 性 ・社

L－ 竺 三.璽 竺 竺竺 糎 竺 達1三」竺 二こ=1ミ 経歴 履歴滅 歴)・
これ らは,何 よ りも.ま ず 指針 の作成"じ た い"に つ い て の こ とで あ る。新 「育成 指針 」の

編集 に あた って は,「 育成 にお け る シス テ ム ズ ・アプ ローチ 」 な どの形 で,巻 末 の資 料 部(A-

ppendix)な どに お さ め る こ と も考 え られ る。
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シス テ ム ーマ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム ー情報 シス テ ム

情 報処 理 技 術 一情報 処 理 技 術 者 一構 報 処理 技 術 者 の 育成 等 に取 組 む上 で,一 応 の 前 提 ・仮 説

を置 くこ とにす る。 そ うす る のが 必要 で有 用 で あ る。そ の た め に,"シ ス テ ム"と しての と ら

え方 一シス テ ムズ ・ア プ ロ ーチ を仮定 す る。

行政 シス テ ム ・企業 シス テ ム ・社会 システ ム等 の よ うに.組 織 体 を捕 捉 す る の は,日 常 的 で

あ る。 シス テ ムの 見地 か ら,取 巻 く環 境 を見 て,状 況 を判 断 し,発 想 ・構 想 ・企 画す るな どで

あ る。

シス テ ムズ ・ア プ ローチ を 前提 に すれ ば(そ の故 に),発 想 ・取組 方 ・成 果 は,必 ず しも一

様 であ りえず,多 種 多様 な形 態 が あ りうる。 多様 さに 関 して,分 類 ・比較 は 相 当 な程 度 ま で で

きるが,"統 一"は,ま た別 の こ とで あ る。本 報 告 書 で は,多 種 多様 な と らえ 方 の うち,"マ

ネ ジメ ン ト ・シス テ ム"と しての と らえ 方 を重 視 す る。 本 調 査 の 主 旨は 育成 に 関 す る構 想 な ら

び に 実施 に関 す る諸 方 策の 提 唱に あるか らで あ る。 マネ ジ メ ン ト ・シス テ ムの構 造 ・構 成 要 素

等 に つ い て,次 の よ うな要 約 が で きる。 -16一





マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 構 成 要 素

①"問 題"で あ る よ う な 状 況 を 認 識 す る 。

(IdentifyProblems)

②"意 思 決 定"す る 。 進 む べ き 方 向 や 実 施 の 方 策 に つ い て 決 断 す る 。

(MakeDecisions)

③'上 記 の 決 定 を 決 断 に 関 す る,実 施 や 執 行 の た め の 管 理 シ ス テ ム や 制 御 系 を 保 有 す る 。

(ControltheDecisionsMade)

④ 上 記 の す べ て(① ② ③)を 実 行 す る の に 必 要 な 情 報 シ ス テ ム を 持 っ て い る 。

(ProvidetheInformation)

(〔Ackoff,R.L,Rede・signingtheFuture,Wiley,1974,P229.〕 に よ る)

①,②,③,④ は,マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ムの(主 要 な)構 成 要 素 で あ り,し た が って,相

互 作 用的(interactive)で あ る。 分け す ぎな い ことで あ る。

本 指針 で,シ ス テ ム,マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム.情 報 シス テ ム,… … と述 べ るの は,主 に,

この よ うな"文 脈"の 中 にお い て で あ る。 また,情 報 処理 技術,情 報 処 理 につ い て考 察 す る と

き も,前 述 の よ うな意 味 あい で の"情 報 シス テ ム"と の 関連 での 取扱 い を重 視 して ゆ きた い 。

情 報 システ ムの構 成要 素 とそ の ラ イ フ ・サ イ クル

本 育成 指 針 では,情 報 処 理技 術 や 情 報処 理 技術"者"の 役 割 を,〈 組 織 シス テ ム ーマ ネ ジメ

ン ト ・シス テ ム ー情 報 シス テ ム〉の フ レー ム ・ワ ー クの 中 で,と らえ て行 こ うとす る 。そ う し

てみ れ ば,情 報 シス テ ムは,た とえば 次 の よ うな要 素か ら構 成 され てい る と見 立 て られ うる。

。 デ ー タ処理/情 報処 理 業務 担 当者

。 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムで代 表 され る各 種 の情 報 処理 フ ァシ リテ ィ

。 そ の他 の諸 資 源

デ ー タ処 理/情 報 処 理業 務 担 当者 は,コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ムな どの フ ァシ リテ ィを利 用 ・

活 用 しつ つ,マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ムの 各種 構 成 要 素に 情 報 を供 給 す る。 コ ン ピ ュー タ ・シス

テ ム との 間 で,直 接 的 な イ ン ター フ ェイ ス を持 つ か持た ない か を問 わ なけ れ ば,現 代 の 事 務 労

働 者 の 大 多数 は,情 報 処理 業 務 の担 当者 と しての 側 面 を持 ち合 わせ る 。 ま た,コ ン ピ ュー タ ・

シス テ ム との イ ン ター フ ェイス を含 め て,い わ ゆ るく事 務 〉 と情 報 処 理 業 務 の間 に お け る差 異

・区別 の た ぐいは ,し だい に,希 薄 化 す る。 しか し,こ れ は た だ ちに 同質 化,均 質 化 には つ な
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が らず,(別 の判 断 で の)別 種 の 分化 が,す でに,進 行 中 で あ る。"情 報処 理 技 術者"の 役 割

・位 置 づ け等 に関 す る ,こ の よ うな変 化 ・変 容 の プ ロセス 内 に おけ る確 認 ・チ ェ ックが要 る で

あ ろ う。

〈情 報 シス テ ムの ライ フ ・サ イク ル〉

情 報 シス テ ムの構 成 要 素 に して も.そ れ ら相互 の 関係 に つ い て も,〈 時 の 流 れ ・期 ・歴 〉 な

どに応 じ,そ れ な りの 変 化 が あ る。 一 つの 「情 報 シス テ ム」は,そ れぞ れ,様 々 な局 面 を迎 え

る こ とに な る。 それ らの局 面 にお い て,各 種 の資 源,技 術 が 要 請 され る。 この よ うな変 容 ・変

化 を,組 織 的 に解 釈 す るの に,"シ ステ ム ・ラ イ フ ・サ イ クル"な どの表 現 法 も便 利 で あ る。

この ような こ とを,手 が か りに して,段 階 ・局 面 ・状 況 な どの 特 色 を と らえ る こ とが で きる。

つ ぎに,そ の 一例 を示 す。

情 報 シ ス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル の 段 階

シ ス テ ム の 設 計(ロ ジ カ ル ー フ ィ ジ カ ル)

ドキ ュ メ ン ト化 活動

(〔Rubin,M.L.IntroductiontotheSystemLifeCycle,Brandon/Sy-

stems,1970.〕 に よ る)

シ ス テ ム ・ ラ イ フ ・サ イ ク ル を,さ ら に 要 約 し,次 の よ う な4つ の 段 階 に 分 け る こ と も で き

る 。
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・シス テ ム分析 〔analysis〕

・シス テ ム設計 〔design〕

・シス テ ムの作 成(実 施)〔imple㎡entation〕

・シス テ ムの運 営(運 用)〔operation〕

これ らの うち,〈 分析 一設 計 一作 成 〉 の各段 階 をあわ せ て,「 シス テ ム の 開発 」 と呼 ぶ 慣 習

もあ る。 「情 報 シス テ ムの開 発 」 の質 は,作 られ た シス テ ムの 効率 や有 効性 に重 大 な影 響 を与

え うる。 こ う した こ との ため,そ れ な りの固 有 の技 術が 必 要 で あ る。 また,今 後 開 発 され る シ

ス テ ムの 多 くは,実 際 に は,再 開発 お よび 再 設計 の 形 を とるで あ ろ う。 再 開発 や再 設 計 は,今

後 にお い て着 目か つ注 目す べ き特 色 の一 つ であ る。

情 報 処 理技 術 者 の"育 成"

"育 成"と い うこ とは
,組 織 体 の存 続 ・維 持 ・発 展 な ど と近 い 関係 に あ る。 そ の た め,そ の

構 想 ・形 態 ・生 態 は,複 数 の 側 面 を持 ち合 わせ る。 た とえば,社 会 シス テ ム と して の 「育成 」,

特 定 の 組織 体 内 で の養 成,組 織 人 な らび に新 規 参加 者 に とって の 「体 系 」等 で あ る。 これ らの

事 情 は,情 報 処理 技術 に限 った こ とでは ない。

に もか かわ らず,多 くの関 係 者 に とって,「 情報 処 理技 術 者 」 とい うと らえ 方 は,い さ さか

唐 突 な感 じを与 え さえ す る。 少 な くと も、社 会 的側 面 に つ い て はそ うで あ る。 一 因 は,急 速 な

技 術 の 変 化 と短期 間 に お け る技 術者 の増 加 に あ る。情 報処 理 技 術 は,こ こ20～30年 の 間 に,

段 階 的 とい う よ りは,む しろ飛 躍 的 に進展 して きた。 そ の た め に,情 報 処 理 技 術 に関 連 す る

"人 的"諸 資 源 に 関 す る諸 対 応 策 は
,"遅 れ が ち"で あ り,育 成 シス テ ムに つ い て もそ うで あ

る 。 また,別 の 言 い 方 で は、 「情 報処 理 技術 」の"異 質 性"も あ る。 これ は,技 術 体 系 自体 の

独特 な個 性 と,時 代 ・環 境 ・風 潮 等 との関連 に よる もの で あ る。情 報 処理 技術 者 と,そ れ以 外

の"技 術 者"と を対 比 させ た と き,汎 用 性 と固有 性,一 般 性 と専 門性,抽 象 性 と具 象性,開 放

(Open)性 と閉 鎖(Closed)性 な どの特 徴 を観 察 で きる。 これ らを ま とめ る と,情 報 処 理

"技 術 者"と
,そ の 他 の 多 くの"技 術 者"に 関す る(社 会 的 な1)イ メー ジは 違 って い る。

〈育 成 の公共 性 と社 会性 〉

"育 成"は
,ま ず,公 共 に関 す る,社 会 に おけ る,行 政 上 の.構 想 ・政 策 ・施 策 の"系"で

あ る。社 会 ・産 業 ・市 民 な どにつ い て の振興 ・保 護 ・助 成 ・規 制等 の 一環 で あ る。 情 報 処 理 技

術 者 の育 成 が,有 用 か つ 有 効 で あ るた め には,育 成 以外 の諸施 策 との 間 に お い て も,ま た,育

成 体 系 の 内部構 造 に つ い て も,シ ス テ ム的 な意味 での バ ラ ンス ・調和 を はか り続 け て行 くの が
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一
肝 要 で あ る。 この よう な"過 程(プ ロセス)"を 持 ち続 け る こ とに よって,社 会 的 公 具 と して

の あ り方 に よ り,育 成 シス テ ムは,そ の効 率 性 ・有 用性 ・有 効性 な どを備 え,保 持 で きる。情

報 処理 技術 者 」 とい うと らえ方 は,"育 成"等 の諸 制度 ・諸 活動 と,い わ ば"抱 き合 せ"の 概

念 関係 に あ り.そ の よ うな人 脈 で の,市 民 ・組織 人 ・国 民 の(諸)側 面 に 関 す る呼 称 で あ る。

〈育 成 に お け る各 組 織 体 の役 割 と限 界 〉

個 々の 企業 体 ・公 共 事業 体 等 に あ っては,情 報処 理 技術 は,マ ネ ジ メ ン トに 関 す る戦 略 の 一

部 と して捕 捉 すべ き重 要 な課 題 の 一 つ であ る。 情 報 に関 す る技 術 的側 面は,(個 々の)組 織 体

の存 続 ・発展 等 に,致 命 的 な様 態 で 関連 す る。 同 時 に,こ れ に関 連 して のtt人 的"諸 問 題 に 関

す る配 慮 ・対処 も"重 さ"に お いて並 々で ない。 大 切 で あ る。 で あ るが,だ か らとい っ て,一

つ の組 織 体 の こ とを,技 術 体 系 や情 報(処 理)シ ステ ム と見立 て,そ の様 な角 度 か らだけ の 対

策 に終 始 し よ うとす る のは 短慮 で あ る。 情 報 処理 技術 に関 して,個 々の 企業 体 ・公共 事 業 体 は.

(大 局 的 には)状 況 の すべ て を制 御 ・管 理 しきれ ない。 情 報処 理 技 術 の うち,あ る部 分 は.組

織体 の 中 で取組 み うる。 しか し,外 部 の環 境 条件 と しで,対 処 す べ き もの も少 な くない 。 「情

報 処理 技 術 者 の 育成 」 につ いて も,そ うで あ る。

〈個 人に と って の育 成 〉

育成 に関 して.tt個"と して の人 に よる,立 場 ・見 方 ・取 組 方 の こ と もあ る。 こ こ での 情 報

処 理技 術 は,生 活様 式 ・生 活 方 式 にお け る,可 能 性 の 高 い領 域 と,そ れ に つ い て の キャリア(経

歴 ・履 歴 ・職 歴)と して の プ ロセス に関す る ことで もあ る。 い わ ゆ る 「情 報 処 理 技 術 者 」

を志 向す る過 程 を通 じて,選 択 ・安 定 等 の可 能 性 を大 な ら しめた い な どで あ る。
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2.想 定 され る環境

まず 一般 的 な動 向 と して,

・ 組織 体 の 巨大 化 と複 合 化

・"開 発"に 関 す る諸 負 担 の増 大

・ 情 報 シス テ ムの 日常化 と定 着 化

・ 諸"変 化"に 起 因 す る社会 的 な 当惑 と混 迷

な ど を列 挙 した。

つ ぎに,こ の よ うな状 況 への 取組 み方 の こ とで あるが.平 面的 な見 方 と して,

・ オ ー カ ニ ゼー シ ョナル な発 想

・ テ クノ ロジ カル な側 面

・ マネ ジメ ン ト的 な側 面 か らの 見 方

の 形 で示 す こ とに した 。 〈技術 系 一事務 係 〉.〈 文科 系 一理 科系 〉、 〈 ゼ ネ ラ リス トー ス ペ シ

ャ リス ト〉等 の 見立 て もあ るが,社 会 シス テ ムー技術 シス テ ム ー管 理 シス テ ム等 の 関連 か ら,

ここ では,そ う した見 方 を用 い ない。

現 実 的 な こ と と して,情 報処 理 に おけ る"人 的"諸 問 題 が あ る。 こ こでは,

1."制 度"内 での社 会 的 ・人 事 的構 造

終 身雇 用,年 功 序 列,運 命 共 同体,組 織 入,階,位,等 。

2.労 務 管 理 に おけ る 分業 な らび に職務 分 担 の構 造

分業,編 成,管 理,等 。

3.技 術 等 を基 準 とす る職 能価 値 観 の体 系

スペ シ ャ リス ト,プ ロ フ ェ ッシ ョナ リズ ム,等 。

な どの諸 側 面 に つ いて ふ れ た。

また,こ の よ うな状 況 に お いて,情 報 処理 技 術 の 分野 では,

・ 法 典 化 さ れ た知 識 が 少 な く

・ 行 動 に お け る規 範(Norm)が 確 立 され て いず

・ 当事 者 に お け る対 応 能 力の 不 足

な どが見 受 け られ る こ とを報告 す る。

環 境 の時 代 的 な特 徴

情 報 シス テ ムに とっ て, マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムや シス テ ム と して の組 織 体(行 政 シス テ ム
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・企 業 シス テ ム ・社会 システ ム等)は,一 種 の 〈環 境 〉 を な し,外 部的 な諸 条 件 と も見 な され

る。 現 代 にお け るく環 境 〉の,代 表 的 な特 徴 を挙 げ る。

① 組 織 体 の 巨 大化 と複 合 化

②"開 発"に 関 す る諸 負 担 の増 大

③ 情報 シス テ ムの定 着 化 と 日常 化

④ 諸"変 化"に 起 因 す る社 会的 な 当 惑 と混迷,等 。

組織 体 は,マ ネ ジメ ン ト ・情報 処 理 等 の諸 技術 に 支 え られ つ つ 巨大 化 し、 同 時 に,そ の過 程

は,技 術 の進 歩 ・発展 の過 程 で もあ った 。 シス テ ムの構 成 要 素 数 は増 加 し,あ るい は,思 いの

ほか に そ の数 が 多 い こ とに も気 づか れ て きた 。 巨大 化 は,ま た複 合 化 の こ とで もあ り,関 係 の

複 雑 さに つ い て もまた構 成 要 素数 と同 じ事情 が見 られ た。

従 来 は,相 互 に 無 関係 と見 なされ て きた事 柄 の間 に,密 接 なか か わ りあ いが あ る と主張 され

た。 広 域化 ・大規 模 化 ・多様 化 ・国 際 化 ・細 分 化 ・多角 化 ・集 積 化 な どは,そ の 例 で あ る。 き

め細 か い対 応 や 広 い視 野 か らの把 握 な どは,し ば しば,巨 大 化 ・複 合 化 の プ ロセ ス を加速 化す

る。

情 報 シス テ ムの 開発 ・作成 ・運 用 は,こ の よ うに複雑 な様 相 を もつ組 織 体 での 複合 化 した 問

題 状 況群 を客 体 と しつ つ営 まれ るの が通 常 で あ る。 現在 では,い わ ゆ る"規 模"か らす れ ば 中

以 下 と 目され る事 業 体 等 に お い て も,諸 活動 を集 約 的 に把 握 した り,多 岐 に わ た る こ とが らに

つ いて の判 断 に お い て,関 係 各者 の間 で"合 意"に 達 す るの は,な か なか に,容 易 で ない 。 単

一の ,独 立 した情 報 シス テ ムは,組 織 体 の 中 では,さ ほ どの重 要 な位 置 を与 え られ が た い 。〈環

境 〉の 中 に あ って,情 報 シス テ ム じた い が 巨大 化 し複 合化 して い る。 した が っ て,情 報 シ ス テ

ムにつ い て の状 況 判断 や方 策 等 に お いて も,多 大 な資 源 の た ぐい や,様 々 な形 態 での エ ネ ル ギ

ーが 必 要 な こ とが わ か っ て きた 。情 報 シス テ ムの 開 発や再 開発 に つ い て,慎 重 な考 慮 や 少 なか

らさる経 費負 担 も要 り,そ の こ とにつ い て の算 段 ・工 夫が 大事 な こ と も,認 識 されつ つ あ る。

い ろい ろ な,"立 場"に お い て で あ る。 多 くの組 織 体 に あ っ て,た とえ ば コ ン ピ ュー タな どの

用具 を含 む情 報 シス テ ムは,何 らかの形 で定 着 した とか,定 着 しつ つ あ る もの と受 け 取 られ る

ように なった 。 少 な くと も,新 奇 とす る人 の数 は 多 くない。 情 報処 理 の技 術 は,組 織 体 の効 率

や(時 と して)有 効性 につ い て,無 視 で きな いほ どの影響 力 を持 つ に いた った 。 同時 に,巨 大

化 ・複合 化 ・増 大 ・定 着 化 …… な ど,ひ っ くるめ て の"変 化"は,そ れ に 関 係 す る人 々に適 応

・対応 を求 め ,時 に は強 制 す る こ と と もな っ た。"適 応"と い う過 程 の うち で,さ ま ざ ま な事

象(で き ご と)が 見 られ た 人 々の 当惑 や 混迷 な どは,ご く,そ の 一例 で あ る。 生 活意 識 や 生 活
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様式 などでの模 索や再設計 もまた進行 中である。

組 織 ・技 術 ・マ ネ ジ メ ン トか らの 取 組み 方

く組 織 シス テ ムー マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムー情 報 シス テ ム〉 とい う思 考上 の枠組 を想 定 し,

そ の 中 で,"情 報 シス テ ム"の 役 割 ・'生態 ・形 態 等 を検 討 す る。(こ こで言 うの は,情 報 シス

テ ムの こ とで.情 報/デ ー タ処 理 部 門 の ことでは ない。 それ は,t'別"で あ る〉

情 報 シス テ ムの機 能 ・役 割 等 は,外 部 シス テム と して の組 織 シス テ ム,特 に,マ ネ ジ メ ン ト

・シス テ ムとの接 触 ・関連 ・調 和 ・整 合 な どの関 係 にお い て定 ま る もの と して お く。 この よ う

な領 域 に 関心 を寄 せ る こ と を,オ ーガ ニゼ ー シ ョナ ルな(Organizationa1)発 想 と呼 ぶ こ

とに す る。

そ れ は さ てお き,情 報 シス テ ムは,組 織 システ ムや マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム を外 部 環 境 とす

る よ うな"一 つ"の 技 術 シス テ ム と も見立 て られ うる。"技 術"を 手 が か りに,構 造 ・動 態 ・

形 態 に 目を 向け るの を.テ ク ノ ロジカ ル(Technologica1)な 側 面 と呼 ぶ こ とにす る。 テ)

ノ ロ ジカル な角度 か らと らえ た情 報 シス テ ムは,〈 実 現 ・実 際 ・具 体 化 〉等 との かか わ り合 い

に よって,「 組織 行 動 」に お い てそ れ な りの 形態 ・動 態 を なす 。 これ らの事 情 に 関心 を寄 せ る

のは,情 報 シス テ ムの マ ネ ジ メ ン ト的 な(Manageria1)側 面 に お け る見 方 で ある。(そ の 見

方 では,情 報 シス テ ム 自体 に つ い て,マ ネ ジ メン ト ・シス テ ム と情報 シス テ ムが 必要 に な る〉

"オ ー ガニ ゼ ー シ ョナル な発 想" ,"テ ク ノ ロジカル な側 面"お よび"マ 不 ジメ ン ト的 側 面

で の見 方"が,発 想 ・取 組 み 方 に つ いて の"一 つ の"シ ス テ ム を構成 して お くの は,か な り便

利 で あ る。 それ ぞ れ に,技 術 ・素 養は い る。(図2-1)。

一 ガ ニ ゼ ー シ ョ ナ ル な 発 想 ← 一 一〉 マ ネ ジ メ ン ト的 な 側 面 で の 見 方

(Organizational)(Managerial)

テ ク ノ ロ ジ カ ル な 側 面

(Technological)

情報 シス テ ムに つ い て の考 え方 ・取 組 み 方
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これ らは 「情 報 シス テ ム に つ いて の考え 方 ・取 組み 方 」 とい う一 つ の シス テ ムの構 成 要 素 と

して位置 づけ てい る。 した が って,オ ー ガニゼ ー シ ョナ ル な もの,テ ク ノ ロ ジカル な事 柄,マ

ネ ジ メ ン ト的 な観 点 は,同 一 レベ ル,並 置的 な関係 に お き,緊 密 な相 互協 力 ・相 互依 存 ・相 互

作 用 等 の 「関 係 的 な 」状 況 の 中 で捕 捉 す るのが 便利 であ る よ うに 思 わ れ る。 対 策等 と して の,

分 化 ・分担 ・分業 は,か な りtt別"の こ とで あ る。そ れ に似 た 事 情 が.社 会 シス テ ム ・技 術 シ

ス テム ・"管 理"シ ス テ ムに お い て も,あ る。

情 報 処理 に お け る"人 的"諸 問 題

情報 システ ムの構成 要 素 と して"人"を 置 いて み る。組 織 体 内 に お い て,情 報 シス テ ムの機

能 ・役 割 は,要 素 と して の"人"で 成 る さま ざまの集 団 ・組 織 行 動 を通 じて実 現 ・具 現 さ れ る

もの と見 立 て る。 この と き,集 団 や組 織 体 は,次 の よ うな"構 造"的 側 面 を あわせ 持 つ と想 定

さ れ る。

①"制 度"内 で の 人事 的 ・社 会 的構 造

終 身雇 用,年 功 序 列,運 命 共 同体,組 織 人 的 な生 活 意 識,階,位,等 。

② 労務 管 理 的 な職 務 分 担 の構 造

分業 体 制,編 成,統 括 ・調整,管 理,等

③ 技術 性 を主 な基 準 とす る職 能価 値 体系

ス ペ シ ャ リス ト性,プ ロフ ェ ッシ ョナ リズ ム,実 力,等 。

これ ら三 者 は,し ば しば,密 接 な依 存 ・相 関 の間 柄 に め る。 切 り離 す べ きで な く,同 一 の 事

柄 にお け る,別 角度 か らの 側 面 の こ と とすべ き ような状 況 もあ る。 しか し,そ うば か りとは 限

ら ない。三 者 の うち,い ず れ か の"一 つ"に つ い て考察 す る と き,他 の二 者 の こ と を外 部 環 境

と して お くのは,思 考 上 の便 宜 で あ る。 それ を承 知 して,情 報 シス テ ムにお け る職 能 体 系 の 構

造 化 につ い ての べ る。

まず,情 報 システ ム の内 部 に つ い ての,構 造 的把 握 や構 造 化 が お くれ て い る。 この こ とは 内

部 の 統制 と外 部 との責 任 あ る接 触 とを妨げ て い る。 技術 職 能 体 系 に お い て,他 の シス テ ム と比

較 す る と き,何 が情 報 シス テ ムに お いて 固有 なのか,ど ん な こ とが 共通 で一 般 的 で あ るの か が.

識 別 ・認 識 ・合 意 され ない まま に今 日に いた って い る。 か つ,情 報 シス テ ムは 大 規 模 化 ・複 雑

化 して い る。

また,こ の こ とを,分 野 に おけ る若 さがあ り,法 典 化 され た 知 識(Codifiedknowledge)

が 少 な い。 行動 形 態 に つ い ての 規 範(Norm)も 定 ま ってい ない。 あ わせ て,陳 腐 化 ・形骸 化 の
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過程 が 進 行 中 で あ る。 この ため に,シ ス テ ム標準 の 作成 や教 育構 想 や計 画 が,な され が た くな

って い る。

第 三 に,情 報 シス テ ムを,「"制 度"内 での人 事 的 ・社 会 的構 造 」,「 労務 管 理 的 な職 務 分

担 の構 造 」等 を含 む よ うな枠 組 内 での取 組 み にお け る経験 が 浅 い。 一 様 々 な当事 者 にお い て

で あ る。 そ のた め,情 報 システ ムの 記述 形 式 や伝 達 技術 が 未 発達 で あ る。 これ は,さ ま ざ まな

"評 価"の 障 害 と もな
っ てい る。 そ れ もあ って,職 務 分担 等 にお け る細 分 化 ・断 片 化 の 風潮 に

ま きこまれ,職 務 と職 能 と間 の対 応 関係 は 不透 明 に なって きた。 に もか か わ らず,組 織 の要 員

に おけ る高年 齢 化,再 訓練 ・再 配置 の必 要性,組 織 的 な志 気(モ ラール)と 倫 理 感 の 低迷,教

育 ・訓 練 に お け る経 費 負担 の増 大 な どの 対処 ・対 応 に も迫 られ て い る。

総 じて,こ の よ う な 状 況 の下 で は,個 々の組 織 体 に とっ ては.「 情 報処 理 技術 者 の 育成 」

は 管理 ・制御 で きる事 柄 とは言 えず,公 共的 な諸 サ ー ビス を利 用 しつ つ,判 断 ・適 応 の 比重 を

高 めて 行 くべ き よ うな事 柄 に な って い る。
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3.情 報 処 理技 術 者

この章 では,各 企業 体 等 に おけ る実 状,育 成 の シス テ ム,教 育 制 度 らとの関 連 の 下 で,情 報

処 理技 術 者 の 位置 づ け を した 。

まず,職 種,職 務,職 能,職 位 等 の 層別 法 の性 格 を,分 化 ・発 展 の系 統 の 中 で再 確 認 した 。

"情 報 処理 技 術 者"の 概 念 を分割 ・細 分 化す べ き段 階 には い た って い な い と考 え る。 若 干 の 手

直 しは 必 要 で あ る。

情 報 処 理技 術 者 を グ ル ー プ分 け す る時 の識 別 基準 と して

・ 技 術 的 な知(識)的 能 力

・ 社 会 人 と しての 一般 常 識 と素養

・ 実 務 的 行動 力

をあげ,基 準 体 系 の性 格 に つ い ての べ た。

これ らを前 提 と し,情 報 処理 技 術 の位 置 を,情 報 処理 技 術 者 育成 の シス テ ム.情 報処 理 技 術

者 試験 制 度,教 育制 度 な どとの 関連 の 下 に示 した。

情 報 処理 技 術 者 の 層 別

情 報処 理 技 術 者 の 活動 分野 は 多岐 に わ た るの で,育 成 の 方策 をた て るに あ た り,何 等 か の 層

別 が必要 で あ る。 従 来,職 種 ・職 務 ・職 能 ・職 位 等 を手 が か りに して,各 種 の 分類 ・比較 が な

され,そ れ な りに論 じ られ て来 た が.決 め手 には な ってい ない。

と りあ え ず,層 別 上 の 便宜 の た め,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム等 の利 用 ・活 用 にた ず さわる げ

一 夕処 理 部 門 」等 にお け る社 会 的 ・組 織 上 の"分 化"の 系 統 に つ い て再 確 認 す る。 お お よそ の

傾 向 を,図3-1に 示 す 。呼 び名 の うち,オ ペ レー ター.プ ログ ラマ ー,シ ス ァ ム ・エ ン シニ

ア,キ ー ・オ ペ レー ターは線 で 囲み,社 会 的 な定 着度 が 高 い こ とを示 した 。

図 で は,ラ イ ンに 関 す る こ とが らを中 心 と し,補 助 ・マ ネ ジ メ ン トに関 す る事 柄 は省 いた 。

この よ うな分 化 の特 質 は どの ような もの か。 少 な くと も,デ ー タ処 理 技 術 の 特 質 や 要 求 だけ か

ら生 じた分 化 とは 言 い が たい 。 む しろ,労 務 ・人 事 管理 等 か らの発 想 が 濃 厚 なの では なか ろ う

か 。 そ の こ とは,「 シス テ ムズ ・エ ン ジニ ア」 なbび に 「プ ログ ラ マ ー」 に つ い て特 に 言 え る。

いず れ も,か な り"あ い ま い"な 表 現 で あ り,"あ い まい"で あ る が 故 に,社 会 的通 念 と して

受 け 入 れ られ て来 た 。 図 に例 示 した よ うに,シ ス テ ム ・エ ン ジニ アな らび に プ ログ ラ マーは,

さ らに分 化 す る傾 向 を持 つが,現 状 は,必 ず しもそ うは な って い ない 。 い っぽ う,労 務 ・人 事

管 理 等 に 関 す る要 請 か ら,職 務 の細 分化 ・断 片 化 は,中 規 模 以 下 と 目 され る組 織 体 に お い て も.
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図3・-1デ ー タ処理 部 門等 に お け る分化 の系 統
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日常 的 で あ る。 しか し,だ か らとい って,直 ちに情 報処 理 技術 者 も分化 す べ きで あ る とい うこ

と には な らない。"分 化"に 対 応 で きねば な らないの では あ るが 。

識 別 の基 準

新 「育成 指 針 」 で は,情 報処 理 技 術 者 をグ ル ー プわ けす る時 の,識 別 基 準 と して,

・ 技術 的 な知(識)的 能 力

・ 社 会 人 と して の 一般 常 識 と素 養

・"実 務"状 況 下 に おけ る行 動 力

を基底 に置 きたい 。す な わ ち,〔 図3-2識 別 の基 準 〕の よ うに な る。

技術的 な知的能 力

まず 基 礎 的 な もの,つ ぎに オ ー ガ ニゼ ー シ ョナル な もの とテ ク ノ ロジ カル な もの,さ ら

らに は,マ ネ ジメ ン ト的 側 面 に関 す る もの。

社 会 人 と して の 一般 常識 と素養

学 力 ・学歴 などに関す る事柄。

実務"状 況下 におけ る行動 力

プ ログ ラム作 成,シ ス テ ム設 計,文 書 作 成 等 に関 す る実 務 能 力

基準 体 系 の 内容 と育成 シス テ ム内 での取 り扱 い方 につ い て,従 来 の 「育 成 指 針 」類 とは,次

の 点 で違 い が あ る。

〔技術 的 な知(識)的 能 力 〕に お い ては,す で に開発 され た 指針 類,諸 分 野 に おけ る研 修 の

実 績 ・体 験 、 調 査 ・研 究,等 に よる情 報 の 蓄積 が な され てい る。 これ らに支 援 され,内 部構 造

を よ り明確 に提 示 で き る段 階 に達 して い る もの と考 え る。 また,技 術 力の こ と を,〔"実 務"

状 況 下 に おけ る行 動 力 〕と見 た 時 の,研 修 に 関す る計画 ・実施 ・評 価 を,よ り重 視 したい。〔社

会 人 と して の 一般 常識 と素養 〕に つ い ては,高 等 学 校→ 大 学 → 大学 院 の よ うに.教 育制 度 と対

応 させ つ つ取 組 ん で来 た 。 しか し,"実 務"行 動 力 につ いて は,従 来 の 一般 的諸 制度 で は,ま

か ない きれ な い。 また,高 齢 化 ・再 訓 練(リ ハ ビ リテー シ ョ ン)の 様 な社 会 構 造 の変 化 に よる

諸 要 請 の こ と もあ り,こ れ らとの 連係 法 に つ い て検 討 してみ た い 。

次 に,〔 育成 シス テ ム内 での 基準 体 系の 役 割の こ とで あ るが,新 「育成 指針 」 で は,"下 限"
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につ い て の識 別 の こ とを,よ り強 調 した い。 つ ま り,特 定 の人 が 基 準 を満 た して い る とい うこ

とは,今 後,実 務 や研修 に取 組 む 際 の"必 要"条 件 を備 え て い る こ と を意味 す る。 い いか えれ

ば.基 準 を満 た してい るか ら"の ぞ ま しい","期 待 され る"技 術 者 で あ る とは 言 え ず,逆 に,

基 準 を満 た して い ない 人 が,そ の ま ま実 務 に取 組 んだ り,研 修 に 参 加 す る と,い ち じる しい 不

自由 や非 効 率 が予 想 され る。 現状 で は,情 報 処 理技術 者 の水 準 に 関 す る価 値 ・評 価 基 準 は,多

様 化 して お り,そ の ため,社 会 的 な 評価 の用 具 と しての 有 効 性 を減 じて い る。

情 報処 理 技 術 者 の位 置

情 報 処 理 技 術 者の 能 力 等 に関 す る判 断 基 準 と して,〈 技 術 的 な知 的 能 カ ー社 会 人 と しての 一

般 常識 と素 養 一"実 務"状 況 下 に お け る行動 力 〉か ら成 る体 系 を想 定 した 。 そ の 上 で,新 「育

成 指針 」 の 対 象 となる情 報 処理 技 術 者 に つ い て,次 の よ うな グル ー プ分 け(Grouping)を し

た。

1.情 報処理技術者 としての基本的 な能 力

2.上 記 に関する研修等に参加す る上 での予備的な基礎 能力

「1.情 報処 理 技術 者 と して の基 本 的 な能 力 」 を,さ らに,

・ オ ニ ガニ 七一 シ ョナル な知 的 能 力

・ テ ク ノ ロ ジカル な知的 能 力

の2つ に 区分 した 。 こ の区 分 は,主 と して 「力点 」の お き方 や 「選 択 」 の こ と であ り,こ の 段

階 で あた か も"専 門化"す るか の よ うに取 扱 うの は,大 局 的 に 見 て,好 ま し くない。 また,オ

ー カニ ゼ ー シ ョナル ・テ ク ノ ロ ジカル な基 本 的 能 力に達 す るた め の研 修 へ の参 加 資格 ・条 件 と

して,情 報 処理 技 術 の 「基 礎 」 に 関 す る研 修 が必 要 で あ る。 「基 礎 」 の研 修 は,情 報 処 理 技 術

・コ ン ピ ュー タ等 に つ い ての 知 識 を前提 と しない
。以 上 の事 柄 を.図3-3に 示 す 。
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上 級

中 堅

プ ロフ ェ ッシ ョナル な情 報処 理 技術 者

情報処理技術者 としての基本的能 力

オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ナ ル テ ク ノ ロ ジ カ ル

へ ノ
入 門 情報技術に関す る基礎能力

図3-3情 報処 理 技術 者 の グルー プ分 け

つ ぎに,情 報処理技 術者の社会評価面では,「 情報処理技術者試験 」制度が ある。 この制度

はすでに定着 して きてお り,そ れ な りの社会的 イメージを生ん でい る。 この制度 と,育 成 指針

との間におけ る近似的 な関連 ・対応の関係 を示す と,

育 成 指 針

情 報 処 理 技術 者(オ ー ガ ニゼ ー シ ョナ ル)

情 報 処 理 技 術者(テ ク ノ ロジ カル)

情報 処 理 技 術 者(基 礎)

「試験 」制度

種

種

種

1

2

特

第

第

の よ うに なる。

違 いの傾 向 につ い て のべ る と,次 の よ うに な ろ う。試 験 制 度 にお け る特 種 ・第1種 の 技術 者

は,社 会 的 な文脈 で,"上 級"で あ り,ま た 「特 種 」は 「第1種 」 よ り も上位 に あ る とす る よ

うな イ メー ジが あ る。(新)「 育 成 指 針 」 では,オ ーガ ニ ゼ ー シ ョナ ル な技 術 者 育成 とテ ク ノ

ロジ カル なそ れ とは,ほ ぼ,並 置 的 ・相互 補 完 的 な関係 に 配 置 す べ きで あ る。 また,現 行 制 度

に よ る特 種 な らび に第1種 の情 報 処 理 技術 者 は,中 堅的 な情 報 処理 実務 へ の 出発 点 ・入 口(E-

ntrypoint)で 必要 とされ る技 術 的 な知的 能 力 を備 え てい る もの と見 た い。 総 じての 技術 能

力に つ い ては 〔知 的能 カ ー社 会 的能 カ ー実務 行 動 力 〕での 因果 ・相 関 に 関 す る研 究 も進 め られ

るべ きで あ る。 図3-4に よって,本 項 の とDま とめ とす る。
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情 報 処 理 技 術 者

(特 種 ・ 第1種)
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体 川 実 醗 力 ← オす ㌫ ・㍗ ⇔ テク壷 ㌍ ← 〉実務能力
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ll
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一
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験
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務

一
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体

一

一

実

一

「

一

一

一
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1

ー

ー

」

一

情 報 処 理 技 術 者

(第2種)

,________________ノ

ll

{〔 第,種 の 研 修 〕l

i'情 報 処 理 技 術 のi
基 礎ll

ll

L_______________」

/

/

/

/

図3-4

高 等 学 校 卒 業 程 度 の

学 力 ・ 学 歴 を

身 に つ け て い る 人

情 報 処 理 技 術 者 の 位 置
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4情 報 処理 技 術者 育成 の シス テム

本 章 で は,ま ず,"育 成"シ ス テ ムの構 造 を示 す 。構 成 要 素 と して,育 成 指針,カ リキ ュラ

ム,評 価 シス テ ムな どを挙 げ,特 徴 に つ い ての べ る。

つ ぎに,組 織 的行 動 計 画 と しての,カ リキ ュラ ムの意 義 ・構 成 等 につ い て ふ れ る。

実施 な らび に 評価 等 に 関す る ことが らは,実 体 と して の カ リキ ュ ラム作 りが 完 了 してい ない

の でプ それ らとの対 応 関係 に お いて 定 め た い。

"育 成"シ ス テム の構 造

情 報 処理 技 術 者 育 成 を,一 つの 社 会 的 シス テ ム と見 立 て た と きの 構 成 要 素 類 は,た とえ ば

図4-1の よ うに な ろ う。

0.育 成 に 関

す る 社 会 的

な 構 想

(conception

ー

ワ
一

3

4

5

(0

育 成 に 関 す る 調 査 ・研 究 … … … 分 析(analysis)

育 成 指 針 と カ リ キ ュ ラ ム … … … 行 動 計 画(planning)

研 修 活 動 … … … 実 施(development)

社 会 的 評 価 … … … 評 価 ・保 証(eyaluation)

学 校 で の 一 般 ・専 門 教 育 … … … 教 育(education)

そ の 他 の 諸 研 修 活 動 教 育(education)

図4-1社 会 的 な育 成 シス テ ムの構 成 要 素

この よ うな見 立 て に つ い て,補 足 す る と{'育 成"は,種 々の調 査 ・研 究 機 関,研 修 組 織,

企 業 体,行 政 体 に お け る複合 的 な活 動 で あ る。 各 組織 体 の 諸 機能 を連 係 させ る こ とに よ って,

有 効性 と効 率 性 とが,(さ らに)発 揮 され うる。 その た め,"育 成"に 関す る,一 種 の 「社

会 的 マネ ジ メ ン ト・シス テ ム 」の 側 面 に注 目 して お く必 要 が あ る。

〔1.育 成 に 関 す る調 査 ・研 究 〕,〔2.カ リキ ュラム 〕,〔4.社 会 的 評価 〕は,基 本 的 に,

公 共的 な活 動 で あ る。 い っぼ うで は,社 会 性,標 準 性1規 範 性 の こ とが あ り,他 方 に お

い て は"経 費"の こ とが あ り,(あ る程 度 の)社 会的 負 担 が 必要 で あ る。

〔3研 修 活 動 … …研 修 実 施 の シス テ ム 〕に お い ては,さ ま ざま の"苦 慮"が 見 受 け られ る。

従来,実 施 に 関 す る事 柄 は,各 組 織 体独 自の 社 内教 育 ・事 業所 内教 育 等 な らび に 公 的 ・私 的

な教 育 ・研 修 機 関 で 扱 わ れ て きた 。 しか しなが ら,技 術 体 系 に お け る 大規 模 化 ・変 質 化 ・分

化,な らび に,社 会 ・経 済 的 環 境 の変 化 等 をあ わせ て の,"状 況"は,い ち じる し く変 って
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来 て い る。 まず,社 内教 育 ・事 業 所 内教 育の 形 態方 式 では,経 費 ・技 術 指 導 力"マ ネ ジ メ ン

ト"能 力等 のい ず れ にお い て も,状 況へ の対 応 ・追 従 が 困 難 で あ る こ とが 気 付 か れ て きた 。

また,企 業 体 等 に おけ る組 織 の構 造 は,諸 種 の 要 因 に よ り,細 分 化 ・断 片 化 ・硬 直 化 一暫 定

化,の 傾 向 を示 してい る。 職 場 に お け る,こ の ような実 態 は,「 情 報 処 理 技 術 者 」の 育 成 の

よ うに あ る程 度"総 体 的"な 発 想 と両立 した 形 で は,に わ か に は受 け入 れ が た い事 情 に あ る。

こ と情 報処 理 技 術 に関 して は,し(わ ゆ る職 場 内(OntheJob)の 教 育 ・訓 練 は,す で に 「

有 名 無 実 」で もあ る。

しか し,社 会 全 体 と しての 需 要 の 大 きさ と,技 術 者 の 一 時 的 ・一過 的 な使 い 捨 ての 現 象 の

防止 とを考 え 合 せ る と,〔5.学 校 等 に お け る一般 ・専 門教 育 〕や 〔6.情 報 処 理 以 外 の 諸 研 修

活動 〕と も連 係 した 方 策 の再 開発 が 必要 と思 わ れ る。

育成 指針 と カ リキ ュ ラム

ここ では,「 研 修 の組 織 行 動 計 画(planning)シ ス テ ム 」と,カ リキ ュ ラム な らび に 育 成

指針 の 関 連 に つ い て のべ る。 研修 の"計 画"プ ロセス で扱 うべ き要 素の 代 表 例 を 図4-2に

示 す 。

〈Element>

目標 水準 の 体 系

研 修者 ・学 習 者

カ リキ ュ ラム

指 導 者

フ ァ シ リテ ィ ・教 材

諸 資源 の マ ネ ジ メ ン ト

調整 ・統 括 の シス テ ム

〈Planning> 〈OutPut>

体系

習者

一 育成

(カ

プ ロ

指導

教授

等

ム

計 画

一 編 成

統 合

イ ・教 材

報 シス テ ム

ネ ジ メ ン ト

の シス テ ム

妄
書
化

(カ リ キ ュ ラ ム)

プ ロ グ ラ ム

教授要項

)

図4-2行 動 計 画 の 構 成要 素

こ こ では,カ リキ ュ ラム を,研 修 の 内容 ・構 成 な どの 狭 い 意 味 で用 い て い る。 カ リキ ュ ラ

ム を,目 標 一 内容 一方、法 等 にわ た る広 い意 味 で解 釈 す れ ば,図 の 中に お け る<Planning>

に 相 当す る部 分 の こ とを,「 カ リキ ュ ラム の 編 成 」と も呼 び か え で きる。 〈 計 画 ・編 成 ・調
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整 ・統 合 〉 は,一 つ の 過 程(プ ロ セ ス)で あ り,諸 要 素(Elements)は,相 互 関 連(lnte-

raction)の 形 で,取 扱 わ れ る 。 そ の 結 果 は,文 書 化 さ れ た 計 画 案 類 と し て ア ウ ト プ ッ トさ

れ る。 「育 成 指針 」も,そ の一 つ の形 態 で あ り,広 義 での カ リキ ュラ ムが,そ の 中 核 を なす 。

新 「育 成 指針 」では,情 報処 理 技 術 者 育成 の た めに"カ リキュ ラム'80"を 提 唱 す る。

カ リキ ュラ ム'80は,全 体 と して,情 報処 理 技術 者 と して の 「基 本 的 な諸 能 力 」の 養 成 ・

育 成 を 目標 に してい る。 研修 の修 了時 点 あ る いは試 験 ・検 定 の 合 格 時 に お いて,カ リキ ュ ラ

ム'80の 基 準 を満 た した 人 は,中 級 の 情 報処 理技 術 者 と しての 必 要 条 件 を備 え,そ れ へ の入

口(Entrypoint)に 立 って い る も'のとす る。

カ リキ ュ ラ ム'80は,図4-4の よ うに,3つ の具 体 的 な カ リキ ュ ラムに よっ て構 成 され

る もの とす る。

カ リ キ ュ ラ ム'80の 構 成

「カ リキ ュ ラム,80-O」 では,・情報 処 理技 術 者 の 役 割 の うち,オ ー ガニ ゼ ー シ ョナ ル な

側面 に 重 点 をお い て育 成 ・養 成 す る。"情 報 シス テ ムの 開 発"な どは,そ の 代 表 的 な テ ー マ

で あ る。 「情報 処 理 技 術 者 試 験 」で いえ ぱ,「 特 種 」の 技術 者 に 近 い イ メー ジで あ る。 「カ

リキュ ラム,80-1」 では,テ ク ノ ロジカル な側 面 に重 点 をお く。"ソ フ トウ ェア の 開発"

は,中 心 的 な課 題 の 例 で あ る。 「第1種 」の技 術 者 の イ メ ー ジが,こ れ に近 い。 「カ リキ ュ

ラム'80-2」 では,「 第2種 」の情 報 処理 技 術 者 に お け る よ うな基礎 的 な事 柄 を扱 う。

特 種 「情 報処 理 技 術 者 」と,第1種 「情 報処 理 技術 者 」の 違 い は,集 中度 ・関心 度 ・選 択

にお け る性 向の こと で あ る。 両 者 の 間 には,共 通 的 な もの が 少 な くな く,こ の段 階 で は,い

わ ゆ る 「専 門化 」の こ と と して 受取 るの は 早計 で ある。 第2種 「情 報処 理 技 術 者 」は,特 種

な らび に第1種 の 段 階 に お け る研 修 につ い て の"予 備 門"的 な性 格 を持 つ,い いか え れ ば,

"基 礎"に 関 す る こ とで あ る
。
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育 成 の実 施

評 価 シス テム と社 会 的 ア セ ス メ ン ト

これ らにつ い て は,カ リキ ュ ラム 自体 の実体 が,ま だ,凍 結 され て い ない か ら,具 体 的 な

提 言 は,そ れ か らの こ とで あ る。 そ の た め,現 況 にお い て,着 目す べ き と思 わ れ る事 項 に つ

い て 報 告す る。

情 報処 理 技 術 者 の こ とに 限 らず,育 成 ・養 成 ・教 育 等 の 過 程(プ ロセ ス)は 複 合 的 で あ わ,

各 人 に と って あい まい な要 素 を含 む 。 育成 は総 じての,あ い ま い な状況(FuzzySitua-

tion)下 での 構 想 ・立 案 ・施 策 で あ る。 そ の た め,教 育 制度 に依 存 しつ つ も,ま た,そ れ と

は一 線 を画 した くな る よ うな事 情 の 下 で,育 成 活動 が営 な まれ る。

情 報 処 理技 術 者 の 評価 等 に 関 して は,「 技術 カ ー知 的能 カ ー実 務 力 」等 に関 す る因 果 関 係

や 相 関 に関 す る科 学 的 な取 組 み 方 が,未 発 達 で あ る。 ア セ ス メ ン トの 手段 ・技 法 の 開 発 と あ

わせ て,す で に社 会 で定 着 ・認 知 され て い る資格 ・検定 ・認 定 の 諸制 度 につ いて,経 過 ・実

状 ・意 義 等 に も関心 を寄 せ,よ り公正 な ア セス メン ト ・シス テ ムの 発 育 に も貢 献 で きる と よ

しへ。
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5.カ リ キ ュ ラ ム,80

本 章 で は,次 の こ と が ら に つ い て の べ る 。

・ カ リ キ ュ ラ ム'80の 性 格

・特 種 ・第1種 の た め の 基 本 コ ー ス

・基 本 コ ー ス(特 種 ・第1種)の 内 容

・
.カ リ キ ュ ラ ム80-0(特 種)

・ カ リキ ュ ラ ム80-1(第1種)

・ カ リキ=ラ ム80-2(第2種)

カ リキ ュ ラム'80の 性 格

す で に作 成 され た 育 成 指針 類,ア メ リカ等 にお け る,情 報 処 理 教 育 に 関す る カ リキ ュ ラ ム

(Curriculum)等 の 発 展 ・開 発 の"系 統"の 中で,「 カ リキ ュ ラム'80」 の位 置 づけ をす

る と,「 図5-1諸 カ リキ ュ ラムの 系 統 に おけ る カ リキ ュ ラム'80の 位 置 」の よ うに な る。

図 につ い て補 足 説 明 す る。

「カ リキ ュラ ム'80」 は,さ し当 って の局 面 で は,初 級 「育 成 指 針 」(1973),中 級 「育

成 指針 」(1974)に つ い て の改 訂 で ある。 両 「育成 指 針 」が 刊 行 され てか ら,す で に10年

以 上 が 経 過 して お り,技 術 の 進 展 と諸環 境 の 変 容 は著 しい 。 改 訂 は,ま ず,こ れ らへ の 対 応

で あ る。

さ らに,ア メ リカ計 算 機 学 会(ACM)に よる カ リキ=ラ ム(curricul㎜'78)等 は,コ

ン ピ ュー タ科 学 ・技 術 にお け る教 育 につ い て 大 きな影 響 力(イ ンパ ク ト)を 持 ち,こ れ らに

つ い て の 配慮 も必 要 で あ る。

(各 カ リキ ュ ラム につ い て の 参 考 文献 を巻 末 に示 した 。)
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Curriculum
,68

(C3S,ACM)

上 級

育 成 ハ ン ドブ ック

(1968)

＼
＼

＼

ACM

(Curriculum)
,72

(C3EM,ACM)

級

針指

の97

成

@

初

音

ACM

(Curriculum)
,73

(C3EM,ACM)

＼

＼

、
＼

級

針

)

指

74　

成

-(

中

育

級

針指

的97

成

0

上

育

IEEE

,77

Curriculum

,78

ヨ

(CS,ACM)

カ リ キ ュ ラ ム

'80 -0(特 種) 一 カ リ キ ュ ラ ム

'80 -1(第1種)

∠

カ リキ ュ ラム

80-2(第2種)

図5-1諸 カ リ キ ュ ラ ム の 系 統 に お け る カ リキ ュ ラ ム'80の 位 置
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特 種 ・第1種 の た め の 基 本 コ ー ス

カ リ キ ュ ラ ム'80-0お よ び カ リ キ ュ ラ ム'80-1の プ ラ ニ ン グ に 当 っ て,〔 図5-2特 種

・第1種 の た め の コ ー ス(単 位)案 〕に 示 す よ う な コ ー ス を 設 定 し た 。 こ こ で,コ ー ス

(Course)と い う の は,懇 々 ・概 念 ・計 画 ・実 施 等 に 関 す る 一 つ の 〔作 業 単 位 〕 で あ る 。

コ ー ス 概 念 の 設 計 に あ た っ て は,す で に 作 成 さ れ た 諸 「 育 成 指 針 」 と の 間 に お け る 調 和 を は

か り つ つ,同 時 に,ア メ リ カ 計 算 機 学 会(ACM)に よ る カ リ キ ュ ラ ム 類,と く に,次 の 二 つ

を 参 考 基 準 と し た 。

① 学 部 水 準Vak・ け る 「 情 報 シ ス テ ム 」の 教 育 計 画 に 関 す る 勧 告(CurriculumRecom-

mendationsforUndergraduateProgramsinInformationSystems)

② 学 部 水 準 に お け る 「 コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス 」の 教 育 計 画 に 関 す る 勧 告

(CurriculumRecommendationsfortheUndergraduateProgramin.

ComputerScience)。

図5-2は,「 特 種 」 な ら び に 「第1種 」の カ リキ ュ ラ ム に お け る 中 核 的 ・基 本 的 な コ ー

ス で あ る 。 各 コ ー ス を 編 成 ・配 置 し て,「 中 核 的 な カ リ キ ュ ラ ム(corecurriculum)」

を 作 る 。 「 中 核 的 な カ リ キ ュ ラ ム 」 と,情 報 処 理 技 術 に 関 す る,あ る い は,情 報 処 理 技 術 以

外 の 各 分 野 に 関 す る コ ー ス 類 と を 組 合 せ て,よ り 包 括 的 な カ リ キ ュ ラ ム 体 系 を 設 計 す る こ と

も で き る 。

中 核 的 左 カ リキ ュ ラ ム に 含 ま れ な い 情 報 処 理 技 術 関 連 コ ー ス の 扱 い に つ い て は,次 の よ う

な 方 法 を 考 え る 。

① 基 礎 的 な も の

り リ リコ ン ヒ ュー タ ・シス テ ムや プ ログ ラ ミン グの入 門 ・基 礎 な どは,カ リキ ュ ラ ム80-

2(第2種)で 扱 う。

② 選 択 的 な もの と併 置 的 な もの

ビ ジネス,エ ン ジニ ア リン グ,コ ン ピ ュー タ技 術 等 に つ い て各 種 の コー ス が考 え られ

る。 これ らは,

a情 報 処理 技 術 以 外 の 各 分 野 に 関す る各 コース(ア カ ウ ンテ ィン グ,マ ー ケ テ ィン グ,

エ ン ジニ ア リン グ)と 同 じよ うな 方式 で組 み合 せ る。 この 場 合,研 修 者 は二 つ以 上 の

コ ース体 系 を 履習(Multiplemajor)す る こ と に な る。

b選 択 で きる よ うに す る。

い ずれ に して も,中 核 的 カ リキ ュ ラムに含 まれ る コ ー ス類 との 相 対 的 な位 置 づ けが で
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きる とい う。

③ プ ロ フ ェ ッ シ ョナル な もの

上 級 育成 指針 との 関係 で考 え る。

S1

シス テ ム概 説

S3

プ ログ ラ ミング

技 術(論)

S4

コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス ァ ム

技術(論)

S7

情 報 シス テ ム

の 分析

S8

情 報 シ ス テ ム

の 開発

sg

社 会 と コ ン ピ ュ
ー タ技 術(論)

C1

情報 処理技術

概説

C3

コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス ァ ム

C4

コ ン ピ ュ ー タ ・

オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン

C5

フ ァ イ ル ・ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン

シ ス テ ム

C6

オ ペ レーテ ィング ・

シス テ ム と

ア ー キ テ ク チ ャ

C7

情 報 構造 と

アル ゴ リズ ム

C8

プ ログ ラ ム言 語

C14

ソ フ ト ウ エ ア

設 計 と 開 発

B1

マ ネ ジ メ ン ト ・

サ イ エ ン ス 入 門

SX

システム開発演習

CX

ソフ トウエア開発

演 習

図5-2特 種 ・1種 の た め の 基 本 コ ー ト
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基 本 コ ース(特 種 ・第1種)の 内容

カ リキ ュ ラ ム'80-Oお よび カ リキ ュ ラム'80-1に つ い て想 定 した各 コ ース に つ い て,

内容 の あ らま しを,他 の カ リキ ュラ ム類 との 関 連性 ・類 似性 の形 で示 す 。(図5-3特 種 ・

第1種 の基 本 コース に おけ る輪 郭)。 この 図 で示 したの は,お お まか な特 徴 で あ り,作 業 の

進 展 に よって 変 更 や 編成 が え が あ り うる。

本 「育 成 指針 」で,特 に,参 考 とす るア メ リカ計 算 機 学 会 の カ リキ ュ ラ ム,

① 「情 報 シス テ ム ー 学 部 水 準(ACM'73)

② 「コ ン ピ ュー タ'サ イ エ ンス ー 学 部 水 準(Curriculum'78)

と比較 しての 大 きな 差 異は,基 礎 的 ・予 備 的 な育成 活 動 が 明 示 で きるか ど うか に ある。 新 「

育成 指示 」では,基 礎 的 な カ リキ ュ ラム'80-2を も包括 して い るの で,編 成 ・実施 は ,よ

り容 易 に な る もの と考 え る。

一40一





1

《

一
一

コ ー ス の 名 称

S1

シ ス テ ム 概 説

S3

プ ログ ラ ミング

技 術(論)

S4

コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム技 術(論)

S7

情 報 シス テ ムの

分析

S8

情 報 シス テ ムの

開発

sg

社 会 と コン ピ ュ

ータ技術(論)

他 の カ リキ ュ ラム との 関連 ・類 似 性

コ

ACM73

(C3EM)

UA8

Systems

Conceptand

Implications

UC8

Progra㎜ing

Structure・and

Techniques

ucg

Computerware

UD8

1nformation

System

Analysis

UDg

System

Designand .

Implementation

Curriculum'78

(C3S)

CS2

Computer

Programming皿

CS4

1ntroduction

toComputer

Organization

csg

Computersand

Society

中 級 育 成 指 針

情 報 処 理 概 論,コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 技 法,シ ス テ ム 分 析 ・

設 計(1),経 営 実 務,シ ス テ

ム 概 論 等

プ ログ ラ ム設計(1)等

ハ ー ド ウ エ ア(ll),

プ ロ グ ラ ム 設 計(皿),等

シス テ ム分析 ・設 計(1),

経 営 情 報,等

シ ス テ ム 分 析 ・設 計(H),

コ ン ピ ュ ー タ 導 入 計 画,等

情 報 処 理 概 論,コ ミュ ニケ ー

シ ョン技 法,等

備 考

一

か

。

オ

で

る

・

ン

き

タ

ヨ

で

一

シ

ー

ユ

ー

パ

ピ

ゼ

カ

4

ン

ニ

リ

C

コ

ゼ

な



、



ー

ふ
N
ー

コ ・一 ス の 名 称

C1

情報処理技術概説

C3

コ.ン ピ ュ 一 夕 ・

シ ス ア ム

C4

コ ン ピ ュー タ ・オ ー

ガ ニ ゼ ー シ ョ ン

C5

フ ァ イ ル ・ コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン

シ ス ァ ム

C6

オ ペ レー テ ィ ン

グ ・ シ ス テ ム と

ア ー キ テ ク チ ャ

C7

情 報構 造 と

アル ゴ リズ ム

他 の カ リキ ュ ラム との 関 連 ・類 似 性

ACM'73

(C3M)

UCl

Information

Structures

UC2

Computer

Systems

UCg

Computerware

UC3

Fileand

Communication

Systems

Curriculum'78

(C3S)

CS2

Computer

Programming皿

CS3

1ntroduction

toComputer

Systems

CS4

1ntroduction

toComputer

Organization

CS5

1ntroduction

toFile

Processing

CS6

0perating

Systemsand

Computer

ArchitectureI

CS7

DataStructures

andAlgorithm

Analysis

中 級 育 成 指 針

ハ ー ド ウ エ ア(1),

ソ フ ト ウ エ ア,

ア セ ン ブ リ言 語

ハ ー ド ウ エ ア(1) ,

プ ロ グ ラ ム 設 計(1),

汎 用 プ ロ グ ラ ム ・パ ソケ ー ジ

ハ ー ド ウ エ ア(皿),

プ ロ グ ラ ム 設 計(皿)

デ ー タ ・ べ 一 ス,

デ ー タ通 信 シス テ ム

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

ハ ー ド ウ エ ア(皿)

プ ログ ラ ム設 計(皿)

備 考

初 級 の"と りま とめ"

「情報 構 造 」につ い

て は 書 きお ろす

‖
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コ ー ス の 名 称

C8

プ ログ ラム言 語

C14

ソ フ トウエ ア の

設計 と開 発

CX

ソフトウエア開発

演 習

SX

シス ァ ム

B1

マ ネ ジ メ ン 、,ト・

サ イ エ ン ス 入 門

他 の カ リキ ュラ ム との 関連 ・類 似 性

ACM'73

(C3M)

UC4

Software

Design

UB1

0perations

Analysisand

Modeling

UB2

Humanand

Organizatinal

Beharior

Curricul㎜'78

(C3S)

CS8

0rganizationof

Programming

Language

CS14

Software

Designand

D・evelopment

中 級 育 成 指針

プ ログラム言語

(F6RTRAN)

プ ログ ラム言 語(COBOL)

汎 用 プ ロ グ ラ ム ・ハ ッ ケ ー シ

コ ン ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム

統 計 解 析,

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,

経 営 科 学(1),

経 営 科 学(皿),

備 考

取扱い方 を変え る

「組 織 ・人間 の行動」

については書 きおろ

す





カ リキ ュ ラム,80-O(特 種)

カ リキ ュラ ム'80-Oに 含 まれ る各 基 本 コース の 相互 関係 を示 す と,図5-4の よ うに な

る。 個 々の ボ ック スが,一 つ の コー ス に相 当 し,矢 印 は 内容 等 か ら見 た履 習 の順 序 を示 して

い る。 主 題 ・内 容等 に よ って,コ ー ス を グル ー プ分 け す る と,次 の よ うに な る。

r-一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 －l

l〔 システム関連の系列 〕l

ll

ls「 システム蹴'l

lS7・ 情 報 シ ス テ ムの 分析l

lS8 .情 報 シス テ ムの 開 発1

11
SXシ ス テ ム開 発 演 習ll

l

l〔 コンビ・一夕関連の系列 〕-l

lC1.情 報処 理 技 術 概 説l

l.-lC3
.コ ン ヒ ュー タ シス ァ ム

ll
lc・ ・ フ ・ イ ル … 一 ー ケ ー シ ・ ン シ ス テ ムl

lC14 .ソ フ ト ウ エ ア の 設 計 と 開 発' .lll

l〔 マ ネ ジ メ ン ト的 角 度 か らの 系 列 〕l

ll(C1)プ
ロ グ ラ ミ ン グ 技 術lS3.

ll

lS4・(C4)コ ン ピ ー 一 夕 ・ シ ス テ ム 技 術l

ls・.社 会と・ンピ.一蹴{
ll

l〔 予 備 的 な 群 〕l

lB、
.マ ネ ジ ン ン ト.サ イ エ ン ス 入 門l

L_;一____________________________」
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〈 マ ネ ジ メ ン ト〉 〈 シス テ ム〉 〈 コ ン ピ ュ ー タ 〉

B1

マ 不 シ メ ン ト ・

サ イ エ ン ス 入 門

S3 ＼s、

C1

プ ログ ラ ミング

技術(論)

コ ン ピ ュ ー タ ・

シス テ ム 技 術(論)

シ ス テ ム 概 説

＼s, /

社 会 と コ ン ピ ュ
ー タ技術(論)

情 報 シス テ ムの

分 析

＼s8 /
情 報 シス テ ムの

開 発

SX

情 報 処 理 技 術

概説

C3
Ψ

コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム

C5 Ψ

フ ァイ ル ・コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョン シ ス テ ム

C14
r

ソ フ トウエ アの

設 計 と開発

シス テ ム開 発

演 習

図5-4基 本 コース の相 互 関連(特 種)
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〔シス テ ム関 連 の 系 列 〕は,カ リキ ュ ラム'80-0(特 種)に よる研 修 終 了 後,情 報 処 理

技 術 者 が担 当す るで あ ろ う分野 に関 す る事 柄 を扱 って い る。 シ ス テム設 計 ・シ ス テム 作 成(

実 施)な どで あ る。 研 修 の 主 題 で あ る。

〔コ ン ピ ュー タ関 連 の 系 列 〕で は,上 記 の シス テ ム関 連業 務 の 背 景 とな る よ うな コ ン ピ ュ

ー タ技術 が主 要 なテ ー マで あ る。

〔マ ネ ジ メ ン ト的 角 度 か らの系 列 〕で,'扱 う対 象は,コ ン ピュー タ技術 の こ とで あ る(プ

ログ ラ ミン グ,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム,コ ン ピュー タ)。 これ らについ て の取 組 み 方 は,

マネ ジメ ン ト的 で あ る。 マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムか らの 技 術(論)で あ る。 講 師,教 材 等 が 適

切 で あれ ば,カ リキ ュ ラム'80-1(第1種)に おけ る,

C1.情 報処 理 技 術 概 説

C4.コ ン ピ ュー タ ・オ ー ガニ ゼ ー シ ョン

な どを利 用 ・流用 ・兼 用 す る こ と も考 え られ る。

〔予 備 的 な群 〕で は,カ リキ ュ ラ ム'80-0の 諸系 列 での 研 修 に あ た って 必 要 な前 提 的 な

知識 を扱 う。 内容 ・方 式 は 状 況 に よる。 また,こ の群 は,カ リキ ュラ ム'80-2(第2種)

と,カ リキ ュ ラム'80-0(特 種)と の 接触 面 で,研 修 者 に継 続性 を確 保 させ る役 割 も持 つ 。

S1.シ ス テ ム概 説

C1.情 報処 理 技 術 概 説

に つい て も,継 続 性 の 確 保 を受 け持 たせ た い。 カ リキ ュ ラ ム全 体 に つ い て の ガ イダ ン ス等 は,

〔S1.シ ス テ ム概 説 〕で実 施 す るの が よい。
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カ リキ ュ ラ ム,80-1(第1種)

カ リキ ュ ラ ム'80-1を 構 成 す る各 コー スの 相互 関 係 を示 す と,図5-5の よ うに な る。

個 々の ボ ックス が,一 つ の コー ス に相 当 し,矢 印 は 内容 ・学 習 の 便 宜等 か らの 履 修 の 順 序 を

示 して い る。 各 コー ス を グル ー プ分け す る と,次 の よ うに な る。
一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一1

〔コ ン ピ ュー タ技術 の基 本 に 関 連 す る系 列 〕1

1

C1.

C3.

C5.

C7.

CX

C14。

情 報 処 理 技 術 概 説

コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム

フ ァ イ ル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス ァ ム

情 報 構 造 と ア ル ゴ リズ ム

演 習

ソ フ ト ウ エ ア の 設 計 と 開 発

1〔 治 テム的頒 境噸 達する系列 〕

l
SLシ ス テ ム 概 説

l

lS7・ 繍 シ ス テ ム の 分 析

lS・ ・ 社 会 と ・ ン ピL-一 夕 技 術

1〔 テ ク ノ ロ ジ ー の 習 得 に 関 す る 基 本 〕

lc、.。 ン ピ_。.オ ー ガ ー ゼ ー シ 。 ン

l
C6.オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム と ア ー キ テ ク チ ャ

l
C8.プ ロ グ ラ ム 言 語

I

l〔 予 備 的 な群 〕

1数 学 等 に 関 して,色 々 な コー スが 考 え られ る。

L__________________

一

一

一

一

ー

1

一

一

一

一

1

-

1

一

一

一

一

1

一

一

一

一

一

一

⊃
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〈 シス テ ム〉 〈 コ ン ピ ュ ー タ 〉 〈 テ ク ノ ロ ジ ー 〉

S1 C1

情 報 シス テ ムの

分 析

社 会 と

コンピュータ技 術

ソ フ トウエ アの

設 計 と開発

/

情報処理技術

概 説

コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス ァ ム

フ ァ イ ル ・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

シ ス ァ ム

情 報構 造 と

ア ル ゴ リズ ム

＼c、

/

コ ン ピ ュー タ,オ ー

ガ ニ ゼ ー シ ョ ン

オ ペ レ ー ア イ ン

グ ・ シ ス テ ム と

ア ー キ テ ク チ ャ

図5-5基 本 コ ースの 相 互 関連(第1種)
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〔 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 の 基 本 に 関 連 す る 系 列 〕 で は,情 報 処 理 実 務 に お け る 事 項 を 扱 う。 し

た が っ て,

C1、 情 報 処 理 技 術 概 説

C3.コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス ァ ム

C5.フ ァ イ ル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス ァ ム

の 三 つ の コ ース は,カ リキ ュラム ・80-0(特 種)と,ほ ぼ 共 通 な位置 に配 した 。講 師 ・教

材 等 が 適 切 で あれ ば,カ リキ ュラ。ム'80-0(特 種)と の間 で,流 用 ・兼 用 が可 能 で あ る。

〔システ ム的 な環 境 に 関連 す る 系 列 〕で は,上 記 の コン ピ ュー タ技 術 関 連 の諸 業 務 の背 景

とな る事 柄 を扱 う。 カ リキ ュ ラム'80-0(特 種)と の連 系 で あ る。

〔テ ク ノ ロ ジーの 習 得 に 関す る基 本 〕では,す でに 分 化 し,さ らに 分化 を続 け て い る コン

ピ ュー タ ・テ ク ノ ロ ジーの 習得 に必 要 な基 本 的 な事柄 を扱 え る と よい 。 同 時 に,分 化 ・専 門

化 を性 急 に 行 な わず に済 ませ た い。

〔予 備 的 な群 〕で は,カ リキ ュラ ム'80-1で の諸 系 列 にお け る研 修 ・学 習 に お い て必要

と され る前 提 的 な知 識 な ど を扱 う。 数 学 ・プ ログ ラ ミン グの初 歩 等 は,そ の代 表 例 で あ る。

具 体 的 な 内容 ・方 式 な どは,状 況 に よる。 また,こ の 群 は,カ リキ ュ ラム'80-2(第2種)

に 紺 る基 礎 的 素養 と,カ リキ 。 ラム … 一 ・(第 ・種)と の 接触 面(イ 〃 ー フ ・イス)

で,研 修 者 に"連 続 性"を 確 保 させ る役 目を,あ わせ 持 つ 。

S1.シ ス テ ム概 説

C1.情 報 処 理 技術 概説

な ど も,そ うあ るべ き で あ る。 本 カ リキ ュ ラム全 体 に関 す るガ イダ ン ス等 は,〔C1情 報 処

理 技術 概 説 〕で実 施 す るの が よい。

カ リ キ ュ ラ ム,80-2(第2種)

カ リ キ ュ ラ ム'80-2(第2種)は,カ リ キ ュ ラ ム'80-0(特 種),カ リ キ ュ ラ ム'80

-1(第1種)で の 研 修 に あ た っ て の 基 礎 的 な 知 識 ・技 能 等 と 取 組 む 。 そ の 意 味 で は,本 カ

リ キ=ラ ム の 内 容 ・構 成 等 に つ い て は,カ リ キ ュ ラ ム'80-0と カ リ キ ュ ラ ム'80-1に お

け る 「設 定 」を ま た な け れ ば な ら な い 。

し か し な が ら,カ リ キ ュ ラ ム'80-2(第2種)に も と つ く研 修 は,「 特 種 」や 「第1種 」

の 研 修 と,単 線 的 に 結 合 す る と は 限 らず,ま た,限 る べ き で な い 。 そ の た め,カ リ キ ュ ラ ム

'80 -2で は
,よ り"上 位"の カ リ キ ュ ラ ム の 要 約 に つ い て も 伝 え る べ き で あ る 。 研 修 者 側

で の"選 択"の 可 能 性 や 余 地 を 大 き く で き る こ と が 望 ま し い 。
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皿 新 「育成 指針 」作成 についての作業計画

〔新 指針 の様 式 と体 裁 〕

現 段 階 で は,次 の よう な形 態 を想 定 してい る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ へ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1・ 情報処理技術者育成指針l

ll

l特 種 編 『 情報 システムの開発1

い 繍 処理技術者育成指針l
l第 ・穂綿 一 ソフ トウエ ア技 術l

ll

l・ 情 報 処 理技 術 者 育 成 指針l

ll

L-一 響 魎 二 道趣処理 甦 三 児__一__一_ニ ー___一_一.」

これ らは,そ れぞ れ 別 々の 動 き方 を しない よ うに,調 和 ・整合 ・連 係 ・連 続 な どに つ い て 配

慮 した い。 そ の た め,す でに 作 成 され た 諸 指針 類 を受け つ ぎつ つ,新 「育成 指 針 」な りの,様

式 ・ス タイル 等 が工 夫 で きれ ば と考 え てい る。

〔育 成指 針 作 成 の シス テ ム につ い て 〕

ア ウ トプ ッ トと して の 育成 指 針 に は,有 効 期 限の こ とが,従 来 ・今後 に お い て,つ き もの で

あ る。 先 が け て 開 拓 され た方 々の 成果 を受 け つ ぎつ つ,現 況 に応 じ,対 処せ ざる をえ な い。 こ

の よ うな意 味 で,育 成 指針 は作 成 さ れ た 時点 か ら,"時 代 お くれ"の もの に な りが ち な宿 命 的

な側面 を持 ち あわせ て い る。 そ の た め,育 成 作 成 シ ステ ム じたい にお け る ライ フ ・サ イ クル の

こ と も配 慮 し,対 応 の方 策 を提 案 で きれば よい と思 う。

〔作 業 の ガ イ ド ・ライ ン 〕

従来 もそ うで あ った が,「 育 成 指 針 」作 成 に 関 す る諸作 業 は,広 範 囲に わ た り,長 期 的 な配

慮 が 必要 で あ る。 そ の た め,関 係 各者 の 間 にお け る"'ガ イ ド ・ライ ン"を,持 ち あ うこ とが 必

要 で あ る。 いい た て れ ば,き りが ないが,た とえ ば,次 の よ うな事 項 が 考 え られ る。

・作 業 ・執 筆 じた い に 関す る(用 語 で表 現 され る)概 念 類 の 整理

・表 現 ・伝 達 に関 す る用 語

・育成 指針 の 利 用 者 か ら見 ての ス タ イル に 関す る こ と。

・関係 各 者 間 にお け る作 業 性 に 関す る こ とが ら,一 作 業 の モ ジ ュ ール,表 記 法 等 。
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〔調査 と研 究 〕

・特 種 ・第1種 ・第2種 に 関 す る 内容 分析 と設 計。

・社 会 的 コ ミュニ ケ ー シ ョン手段 としての"用 語"シ ス テ ムの 設 定,と くに,新JIS用 語

の 取 扱 い な ど。

・情 報 処 理技 術"者"の ア セス メ ン トに 関 す る こ とが ら。

・そ の 他
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資

1.

2.

3.

4.

料

ACM,731NFORMATIONSYSTEMS

SystemsConceptsandImplications(UA8)

1.Thesystemsconcept

2.Definingasystem.

3・Systemanalysis

4・Managementsystems

5.Managementinformationsystems

6.Historicalperspectiveofthecomputerindustry

7・Effectsonorganizationalpractice

8.Privacyandthequalityoflife

工nformationSystemsAnalysis(UD8)

1.Natureofthedecision-makingprocess

2.Operational,tacticalandstrategiclevelsystems

3.Systemlifecyclemanagement

4.Basicanalysistools

5.Definipglogicalsystemrequirements

6.Determiningeconomicsofalternative'systems

SystemDesignand工mplementation(UD9)

1.Basicdesigntoolsandobjectives

2.Hardware/softwareselectionandevaluation

3.Designandengineeringofsoftware

4.Databasedevelopment

5.Systemimplementation

6.Postimplementationanalysis

7・Long-rangesystemplanning

8・Systemdevelopmentprojects

Opera亡ionsAnalysisandModeling(UB1)

1・Characterizationofschedulingsituations

2.Analysisofallocationproblemswithmathematicalprogramming

3.Queueingmodels

4.工nventorymodels

5.Useofsimulationmodels
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5.

6.

7.

8.

HumanandOrganizationalBehavior(UB2)

1.工ndividualbehavior

2.工nt二erpersonalandgroupbehavior

3・0・gani・ati・nal・t…tureandbgh・vi・r

4.Theprocessoforganizationalchange

5.Theimplementationandint二roductionofinformationsystems

工nformationStructures(UCI)

1.BasicConceptsofinformation

2.Modelingstructutes-1inearlists

3.Modelingstructures-multilinkedstructures

4.Machine-levelimplementationstructures

5.Storagemanagement

6.Progra㎜ingranguageimplementationstructures

7.Sortingandsearching

8.Ex・mpl…f'th・ 。・e。finf。rm。ti。n。tru。t。res

ComputerSystems(UC2)

1.Hardwaremodules・

2.Executionsoftware

3.Operationsoftware

4.Dataandprogramhandlingsoftware

5.Multiprogrammingandmultiprocessingenvironments

Fi1・apdC・mm皿i・ati・nSy・t・m・(UC3)

1.Functionsoffileandcommunidationsystems

2.Filesystemhardware

3.Filesystemorganizationandstructure

4.Analysisoffilesystems

5.Datamanagementsystems

6.Communicationsystemhardware

7・Communicationsystemorganizationand.structure

8.Analy$isofco㎜unicationsystems

9.Examplesofintegrated'systems
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9.

10.

11.

SoftwareDesign(UC4)

1.Run-ti皿es亡 。u。ture・inp・ ・gramminglanguag・ ・

2.Co㎜unication,1inkingandsharingofprograms

3.工nterfacedesign

4.Programdocumentation

5.P・ 。gramd・b・99ingandtesting

6.Progra血ningstyleandaesthetics

7.Selectedexamples

ProgrammingStructuresandTechniques(UC8)

1.Basicconceptsofinformation

2.Storagernanagement

3.Programminglanguageimplementationstructures

4.Sorting'andsearching

5.Examplesoftheuseofinformationstructures

6.Co㎜ 皿ication,linkingandsharingofprograms

7.工nterfacedesign

8.Programdocumentation,debuggingandtesting

Computerware(UC9)

・

●

・

・

.

■

・

■

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

anddata

anddata

Hardwaremodules

Executionsoftware,rnultiprogramming,andmultiprocessing

Operationsoftware

Dataandprogramhandlingsoftware

Functionsoffileandcommunicationsystems

Filesystems

Reviewofdatamanagementsystemsandanalysis

Reviewofcommunicationsysterns

Examples
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1.

2.

3.

4.

5.

ACM,78COMPUTERSC工ENCE

ComputerProgramming-1(CS1)

1.Computerorganization

2.Programminglanguageandprogramming

3.Algorithmdevelopment

Computer

●

●

・

・

■

●

■

-
{

2

3

4

')

6

7

Programming-2

Review

Structuredprogramming

DebuggingandteSting

StringProcessing

工nternalsearchingand

Datastructures

Recursion

(CS2)

concepts

コ
sort■ng

IntroductiontoCo皿puterSyste皿s(CS3)

1.Computerstructureandmachinelanguage

2.Assemblylanguage

3.Addressingtechniques

4.Macros

5.FileI/0

6.Progra皿segmentationandlinkage

7.Assemblerconstruction

8.Interpretiveroutines

IntroductiontoComputerOrganization(CS4)

1.Basiclogicdesign

2.Coding

3.Numberrepresentationandarithmetic

4.Computerarchitecture

5.Example

工ntroductiontoFileProcessing(CS5)

1.Fileprocessingenviro㎜ent

2.Sequen仁ialaccess

3.Datastructures

4.Randolnaccess

5.FileI/0
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SystemsandComputerArchitecture

Review

Dynamicprocedureactivation

Systemstructure

Evaluation

Memorymanagernerit

Processmanagement

Recoveryprocedures

DataStructuresandAlgorithmAnalysis

1.Review

2.Graphs

3.AIgorithmsdesignandanalysis

4.Memorymanagement

5.Systemdesign
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"
ofProgrammingLanguages

工、anguagedefinitionstructure

Datatypesandstructures

Controlstructuresanddataflow

Run-timeconsideration

工nterpretativelanguages

Lexicalanalysisandparsing

(CS7)

(CS8)

(CS6)

ComputersandSociety(CS9)

1.Historyofcomputingandtechnology

2.Theplaceofthecomputerinrnodernsociety

3.Thecomputerandtheindividual

4.Surveyofcomputerapplications

5.Legalissues

6.Computersindecision-makingProcesses

7.Thecomputerscientistasaprofessional

8.Futuriststviewsofcomputing

9.Publicperceptionofcomputersandcomputerscientists
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OperatingSystemsandComputerArchitecture-
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1.Review

2.Concurrentprocesses

3・NameInanagement

4.Resourceallocation

5.Protection

6.Advancedarchitectureandoperatingsystems
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SystemsDesign(CSll)

Introductiontodatabaseconcepts

Datamodels

Datanormalization

Datadescriptionlanguages

Queryfacilities

FileOrganiZatiOn

Indexorganization

Filesecurity

Dataintegrityandreliability

Artificia1
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Intelligence(CS12)

Representation

Searchstrategies

Control

Co㎜unicationandperception

ApPlications

(cSIO)

implementations
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Algorithms
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(CSI3)

Combinatorics

Numericalanalysis

Systemsprogramming

Artificialintelligence

Domain .independenttechniques

SoftwareDesignandDevelopmtn(CS14)

1.Designtechniques

2・Organizationandmanagement

3.Teamproject
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15.

16.
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18.

TheoryofProgrammingLanguages(CS15)

1.Review

2.Scanners

3.Parsers

4.Translation

Automata,Computability,andFormalLanguages

l.Finitest二ateconcepts

2.Formalgrammars

3.Computabilityandturingmachines

NumericalMathematics:Analysis(CS17),

1.Floatingpointarithmetic

2.Useofmathematicalsubroutinepackages

3.Interpolation

4.ApProximation

5.Numericalintegrationanddifferentiation

6.Solutionofnonlinearequations

7.solution6f'ordinarydifferentialequations

NumericalMathematics:LinearAIgebra(CS18)

1.FloatingPointarithmetic

2.Useofmathematicalsubroutinepackages

3.Directmethodsforlinearsystemsofequations

4.Erroranalysisandnorms

5.Iterativemethods

6.Computationofeigenvaluesandeigenvectors

7.Relatedtopics
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